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資料１



審査会合 No コメント 回答

第368回 1 敷地内に分布する構造の全体像を説明した上で，評価対象を選定する過程について説明すること。

回答済み

第368回 2 当初設置許可時より重要な安全機能を有する施設が増えているので，断層と重要な安全機能を有する施設の位置関係について説明すること。

第368回 3
断層と重要な安全機能を有する施設との位置関係において，取水路トンネル付近の地質・地質構造については，その状況がわかるデータを提示
し，説明すること。

第368回 4 敷地内断層は複雑な位置関係にあるので，建屋直下だけでなく他の断面図も示すこと。

第368回 5 敷地内断層の深部確認ボーリングを説明した断面図の情報量を増やすこと。

第368回 6 S-1がS-2・S-6を越えて重要な安全機能を有する施設下に続いていかないことをしっかり説明すること。

第368回 7 断層の端部のデータや切り切られの関係がわかるデータを示した上で，評価対象断層の選定の考え方を説明すること。

第368回 8 設置変更許可申請書における解析用要素分割図（9－9’断面）と地質鉛直断面図（9－9’断面）で，断層分布が異なることについて説明すること。

第368回 9 S-2・S-6とS-1が共役関係にあるかどうかについて説明すること。

第368回 10 S-4について，平面図に図示している他のトレンチについても，端部データとしても重要なのでデータを提示すること。

第368回 11 中位段丘堆積物や赤色土壌等の年代評価の根拠となるバックデータを示すこと。火山灰データは，採取位置，採取量等も示すこと。

今回説明第368回 13 中位段丘Ⅰ面について，敷地内の中位段丘Ⅰ面が5cの可能性がないか検討すること。

第478回 23 敷地周辺は地震性隆起があり，古い段丘面も分布する特徴的な地形であることから，敷地周辺の地質構造について説明すること。

第368回 12 遊離酸化鉄分析結果で用いている永塚(1975）のデータが志賀サイトで適用できるか確認すること。

次回以降説明

第368回 14 S-2・S-6について，凸状地形の部分だけではなく，S-2・S-6に沿った全体の地形について説明すること。

第368回 15 凸状地形が組織地形との評価について，平面図だけでなく断面図も提示して説明すること。

第368回 16 S-4の走向データについて，トレンチ壁面と全体平面図の走向が違っているように見えることについて説明すること。

第368回 17 S-4トレンチ南西壁のスケッチについて，説明文にある凝灰質な細粒部の分布について説明すること。

第368回 18
K-Ar年代分析については，シーム及び周辺の安山岩での試料採取箇所，測定物，カリウムの含有量，非放射性アルゴンの含有量等を整理して
提示し，年代値が示す意味を考察すること。

第368回 19 断層の鉱物組成について，分析結果のバックデータを示すこと。

第368回 20
今後の課題への対応の中で，鉱物脈の確認が6月末となっているが，判断のもとになるようなものを見つけるようトライし，見つかったところで報告
してほしい。

第478回 21 低温で形成された粘土脈が存在することから，このような脈についても検討を行うこと

第453回 22 安山岩のK-Ar年代について，年代測定の精度が低い可能性があることからデータの吟味を行うこと。

第453回 24
断層の切り合い関係の評価について，切られた相方がない場合及び実際の露頭や詳細なスケッチがない場合は，確実度が落ちる。評価対象断
層の選定を行うのであれば，別の観点からの選定をしっかり説明すること。

第478回 25 評価対象断層の選定にあたり，断層の性状，規模，運動方向から選定する考え方について，客観的なデータで説明すること。

第453回 26 切られた相方がない地点の交差部での詳細な観察データを示すこと。

第453回 27 断層評価を行うにあたっては，第３条対象か第４条対象かを明確にすること。

第453回 28 断層の端部を止めていない断層については，端部の状況を説明すること。S-4の北東端についても同様。

第453回 29 防潮堤基礎部のスケッチにおいて，基盤岩が傾斜してみえる箇所（3箇所）について写真データ等を追加して説明すること。

第453回 30 取水路トンネルの破砕部について，海岸部の断層との関係や破砕部の状況について説明すること。

第453回 31 「凝灰質な細粒部」としていた箇所と「破砕部」との関係を説明すること。

コメント一覧
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No コメント 回答概要

11
中位段丘堆積物や赤色土壌等の年代評価の
根拠となるバックデータを示すこと。火山灰
データは，採取位置，採取量等も示すこと。

・火山灰分析のバックデータを「データ集4，データ集8」に掲載。

13
中位段丘Ⅰ面について，敷地内の中位段丘
Ⅰ面が5cの可能性がないか検討すること。

・段丘面の模式断面を作成し，段丘堆積物中のテフラ，赤色土壌化から，段丘面と海洋酸素同位体ステージと
の対比を行った。

・中位段丘Ⅰ面の形成時期が5eであることを確認した。「本資料 1.2.1 (3)，データ集3」に掲載。

23
敷地周辺は地震性隆起があり，古い段丘面も
分布する特徴的な地形であることから，敷地
周辺の地質構造について説明すること。

・敷地周辺・敷地近傍の地質・地質構造（個別断層は評価概要）についてとりまとめた。「本資料 1章」に掲載。

・能登半島全域の段丘面の分布，敷地が位置する西岸域の海岸地形について詳細な調査を実施し，下記内容
を確認している。「本資料 2章」に掲載。

・能登半島西岸域から2007年地震の震源域を除いた敷地付近においては，中位段丘Ⅰ面の高度分布は
非地震性の変動によるものであり，活断層による累積的な隆起や傾動は認められない。

・敷地付近においては，海岸地形の離水プロセスは海水準変動によるものであり，明瞭な地震性隆起は認
められない。

・段丘面，海岸地形調査によれば，敷地側が隆起する逆断層である福浦断層と兜岩沖断層は，敷地付近の沿
岸域に地震性隆起をもたらす規模のものではない。「本資料 3章」に掲載。

コメント回答の概要
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3

設置変更許可申請時（平成26年8月）からの断層評価の変更点

敷地近傍海域における
断層評価の変更経緯

変更箇所

敷地近傍海域の断層位置図
兜岩沖断層，

碁盤島沖断層の評価

申
請
時

B1U層は，音波探査記録の
記録パターンやボーリング
調査結果により，後期更新
世の堆積物と推定されるこ
とから，敷地近傍海域の断
層の活動性評価にB1U層を
用いていた。

B1U層以上に変位，変形が
認められないことから，後
期更新世以降の活動が問
題となるものではない。

今
回

活動性評価に用いる地層の
年代値特定の重要性に鑑
み，海上ボーリングコアの再
分析を実施したが，B1U層の
年代値を明確に特定するこ
とができなかった。
そのため，B1U層の下位の
B1L層（33万～34万年前の
Kktテフラを挟在する中期更
新世の地層に対比）を用い
て，敷地近傍海域の断層の
活動性評価を行うこととした。

B1L層に変位，変形の可能
性が否定できないことから，
後期更新世以降の活動が
否定できない。

志賀原子力発電所

B1Ｕ層以上に変位，変形が認められない

凡 例

志賀原子力発電所

B1L層に変位，変形の可能性が否定できない

凡 例
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（参考）有識者会合以降の敷地周辺に関わる調査・評価の概要について
■有識者会合による「志賀原子力発電所の敷地内破砕帯の評価について」（H28.4.27）の今後の課題を踏まえて実施した敷地周辺に関わる追加調査及び評価につい

て，経緯と概要を以下に示す。

H28.4.27 有識者会合における今後の課題 （赤字加筆）

⑥”沖積段丘”と称されている完新世段丘の形成要因や高度分布に関する調査・検討。【課題A】

完新世段丘の存在と高度分布から海底に推定される断層と，既知の敷地内及び周辺に分布する断層との連続性，活動時期・履歴に関する調査。【課題B】

敷地周辺から福浦～富来間では，2段の完新世段丘面が報告され（渡辺ほか，2015），M面やH面も同様に北方へ高くなる。この隆起運動は間欠的な地震性隆起を示唆しており，

段丘面形成要因として渡辺ほか（2015）によって指摘される海底活断層の位置形状，兜岩沖断層や富来川南岸断層への連続性や敷地内破砕帯への地下延長方向を含めた連続

性の検討，及び活動時期・履歴を検討する。特に，兜岩沖断層との関係については，同断層の活動性や規模，活動時期・履歴等の判断に必要な情報を検討する。

追加調査

・海上ボーリングコアの再分析

・海上音波探査記録の再解析

【項目】

・海岸地形の詳細な高度分布に関する
検討の結果，2007年地震の震源域で
は地震性隆起の繰り返しが認められ，
一方，敷地付近の沿岸域においては
2007年地震規模の地震性隆起の痕跡
は認められない。

・中位段丘Ⅰ面の高度分布に関する検
討の結果，能登半島において分布高
度が高い地域では活断層による累積
的な隆起や傾動が認められ，一方，敷
地付近では活断層による累積的な隆
起や傾動の痕跡は認められない。

「本資料 2章」参照 「本資料 1章」参照 「本資料 3章」参照

・兜岩沖断層，碁盤島沖断層は，後期
更新世以降の活動が否定できない断
層として評価する。

・海上音波探査によれば，兜岩沖断層
～富来川南岸断層間の海底において，
音響基盤（D2層）以浅に断層は認めら
れない。

・福浦断層と兜岩沖断層は，敷地に向
かって傾斜し，敷地側が隆起する逆
断層である。

・段丘面，海岸地形調査によれば，福
浦断層と兜岩沖断層は，敷地付近の
沿岸域に地震性隆起をもたらす規模
のものではない。

追加調査

・潮間帯生物遺骸化石の高度計測，
年代測定

・沖積段丘面の高度計測

・波食ノッチの高度計測

【項目】

・海水準変動の復元

・沖積段丘面を含む海岸地形の高度分
布の調査と形成要因の解明

「本資料 2章」参照

・周辺に分布する断層（兜岩沖断層，
碁盤島沖断層）の活動性の確認

・兜岩沖断層～富来川南岸断層間の
海底活断層の存否の確認

・敷地～敷地付近に分布する断層の
分布形態の確認

追加調査

・反射法・VSP探査

【項目】

・断層の分布形態に関する調査

追加調査

・中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高の
計測

・活断層による累積的な上下変位と
の関係の検討

【項目】

・中位段丘Ⅰ面の高度分布の調査と変
位・変形の形成要因の解明

課題Aに対する検討 課題Bに対する検討
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能登半島周辺の地形，地質構造
（井上・岡村（2010）に加筆）

志賀原子力
発電所

・能登半島の北側から西側には，幅60km以上，水深500m以浅
の平坦な台地状の海底が広がる。

1.1（1）能登半島周辺の地形，地質構造
■能登半島周辺の地形及び地質構造に関する特徴を把握した。

・能登半島の北岸にNE-SW走向の第四紀逆断層が分布する。

・能登半島南部には，山地と平野境界にNE-SW方向に伸びる第
四紀逆断層が分布するが，海域には延長していない。

地形

地質構造



能登半島の海成段丘の分布（町田ほか，2006）

・能登半島では北岸を除く広い範囲に，形成時代の異なる多数の段丘面
の存在が知られている。

・ステージ5eに対比されるM1面は連続性がよく，北部の120mから南部の
15mと全体として北高南低の傾動が顕著であるとされている。

・能登半島は，その地形学的特徴からいくつかの地塊（山地）に区分されて
いる。

8

1.1（2）能登半島の地形

能登半島の段彩図
（国土地理院10mDEMを使用してGMT（Wessel and Smith，1998）により作成）

■能登半島の地形に関する特徴を把握した。

志賀原子力
発電所

志賀原子力
発電所

・能登半島北部では，NE‐SW方向に伸びる海岸線や低山・丘陵の稜線で
特徴づけられ，低山・丘陵の稜線は北西側に偏在している。

・敷地が位置する能登半島中部では，標高200m以下の平頂丘陵となる。
・能登半島南部では， NE‐SW方向を示す急峻な山地が延びている。



9

凡 例

1.1（3）能登半島の地質
■能登半島については，絈野（1993）により，地質分布がまとめられている。（その他の主な文献については，データ集１を参照。）

・能登半島には，ジュラ紀の花崗岩類のほか，漸新世～前期中新世
の火成岩類と前期中新世の堆積岩類が広く分布している。

・それらを覆って中期～後期中新世の堆積岩類が分布する。

石川県の地質・地盤分布略図（絈野，1993）から能登半島を抽出

志賀原子力
発電所
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志賀原子力
発電所

航空レーザ計測による地形データを基に作成した赤色立体地図

5km

30km
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1.2.1（1）地形 ー段丘面分布図ー

30km

5km

志賀原子力
発電所

■文献※1による段丘面区分を踏まえ，空中写真判読，航空レーザ計測※2により取得した詳細な地形データを用いて，段丘面分布図を作成した。

・敷地周辺陸域には，海岸線に沿って
平坦な地形面である海成段丘面が
広く連続して分布している。

・敷地周辺の海成段丘面は，最高位
段丘面（Ⅰ～Ⅵ面），高位段丘面（Ⅰ
～Ⅴ面），中位段丘面（Ⅰ～Ⅲ面）等
に区分される。

※1：主な文献については，データ集1を参照
※2：航空レーザ計測の仕様については，データ集2を参照

敷地周辺陸域の段丘面分布図

段丘構成物調査等の最新知見に基づく
段丘面の分布や形状の適正化を継続中
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志賀原子力
発電所

30km

石川県地質図（絈野，1993）から能登半島南部を抽出

30km

5km

石動山

高爪山

志賀原子力
発電所

宝達山

C C'

A
'

A

敷地周辺陸域の地質分布図（当社作成）

1.2.1（2）地質・地質構造 ー地質分布図ー

地質

・ 敷地を含む邑知潟平野北側では，大
きな褶曲構造は認められない。

・邑知潟平野南側では，NNE-SSW方
向及びNE-SW方向を示す褶曲とE-W
方向を示す褶曲が認められる。

・敷地周辺陸域の地質は，新第三紀以
降の地層が基盤である花崗岩類を直
接覆っている。

・花崗岩の露岩域は，高爪山，眉丈山
南東縁，石動山及び宝達山周辺に限
定されている。

地質構造

■文献（絈野（1993）等）を踏まえ，地表地質調査結果，各種分析結果を加味し，地質分布図及び地質断面図（P.14参照）を作成した。
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1.2.1（2）地質・地質構造 ー地質分布図（凡例）ー
凡例（絈野，1993） 凡例（当社作成）
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敷地周辺陸域の地質断面図（当社作成）

1.2.1（2）地質・地質構造 ー地質断面図ー
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この図は，陸域は本多ほか(2012)，国土
地理院(2006)，産業技術総合研究所地質
調査 総合セ ンター(2013)，The Gravity
Research Group in Southwest Japan
(2001)，Yamamoto et al. (2011)，海域は
産業技術総合研究所地質調査総合セン
ター(2013)を用いて，金沢大学・当社が作
成したものである。
なお，重力異常長波長成分の除去は行っ
ていない。

・周辺に対して高い重力異常
を示すのは，高爪山周辺，石
動山周辺及び宝達山周辺で
ある。

・周辺に対して低い重力異常
を示すのは，輪島市南部，羽
咋市北部及び邑知潟平野南
西部である。

・規模が大きく直線的に連続
する重力異常急変部は，NE-
SW方向を示す邑知潟平野の
北西縁及び南東縁，石動山
地と氷見平野との境界及び
宝達山地と砺波平野との境
界と，E-W方向を示す宝達山
北部及び南部に認められる。

・敷地の位置する能登半島中
部には規模が大きく直線的
に連続する重力異常急変部
は認められない。

1.2.1（2）地質・地質構造 ー重力異常図ー

能登半島西方のブーゲー異常図[仮定密度2.3]
（上嶋ほか，2007）

■能登半島周辺の重力異常については，上嶋ほか（2002，2007）※1が船上重力と陸上重力によるブーゲー異常図を作成している。
■敷地周辺陸域については，より高密度な調査を実施し，重力異常図を作成した。

5km

※黒点は測定点を示す

志賀原子力
発電所

敷地周辺のブーゲー異常図（金沢大学・当社作成）

宝達山

氷見平野

石動山地

志賀原子力
発電所

5km

輪島市

七尾市

かほく市

羽咋市

氷見市

※黒点は陸域の測定点（計7357点）を示す

※1：データ集1参照

高爪山

仮定密度：2,670kg/m3 コンター間隔：1mGal
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AT

Aso-4

K-Tz

SK

・中位段丘Ⅰ面分布域において，段丘堆積物を覆う赤褐色土壌層にK-Tzテフ
ラ（9.5万年前）及びSKテフラ（11～11.5万年前）が挟在することを確認したこと
から，中位段丘Ⅰ面はステージ5eに形成されたと考えられる。

・高位段丘Ⅰ面分布域において，段丘堆積物を覆う赤色土壌（ステージ5eを経
て形成されたと考えられる）を確認したことから，高位段丘Ⅰ面はステージ7以
前に形成されたと考えられる。

テフラの年代（町田・新井，2003）

ステージ5d以降に
赤褐色土壌化

ステージ5eに対比

ステージ7に対比

ステージ5d以降に
赤褐色土壌化

ステージ6以降に
赤色土壌化

※赤色土は下末吉期の温暖な気候
を経て形成されたと考えられ，高
位段丘を識別する重要な特徴とさ
れている（松井・加藤(1965)，成瀬
(1974)，阿部ほか(1985)）。

同位体
ステージ

海水準変動曲線（Siddall et al.（2006）に基づく）

段丘構成層中のテフラ，土壌化の調査

山側→←海側

中位段丘
Ⅰ面

高位段丘
Ⅰ面

高位段丘
Ⅱ面

高位段丘
Ⅲ面

高位段丘
Ⅳ面

高位段丘
Ⅴ面

最高位段丘
面群

1 5c 5e
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赤色土壌※の形成
土 壌 化

3 5a 7

■ 当社が区分した海成段丘面について，段丘面の模式断面を作成し，段丘構成層中のテフラ，
土壌区分から，段丘面と海洋酸素同位体ステージとの対比を行った。

※

1.2.1（3）海成段丘面の年代に関する調査 ー概要ー

赤褐色土壌の形成

9

・敷地付近には中位段丘Ⅱ面（ステージ5cに形成）は分布しない。
・中位段丘Ⅰ面にステージ5cの段丘堆積物が混在しないことに関す

る検討結果については，データ集3を参照

海
水

準
(m

)

-150

-100

-50

0

年代（万年前）
0 10 20 30

テ フ ラ



1.2.1（3）海成段丘面の年代に関する調査 －海成段丘面の認定－
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■海成段丘面の地形的な特徴と堆積物の状況及び形成過程を踏まえたうえで海成段丘面を認定した。

・海成段丘は，一般に，段丘堆積物（整形物質）である海成堆積物と，その上
位の被覆層（土壌，崖錐堆積物等）から構成される。

堆積物の状況

地形的な特徴

・海成段丘面は，海成の平坦面が離水して形成された地形面であり，①段丘
面の最大傾斜方向が海岸線にほぼ直交し，②段丘面に接する山麓線また
は後面段丘崖の一般的方向が，その付近の海岸線の一般的方向に一致す
るという特徴を示す。

・海成段丘面が河川により侵食された場合，海成段丘面に段丘開析谷が形
成される。

敷地付近における海成段丘面の模式断面図

基盤岩

被覆層

海成段丘面

海成堆積物
（場所により厚さは変化し，皆無の場合もある）

土壌
崖錐堆積物
小河川堆積物
湿地性堆積物

人工改変土

・海成侵蝕段丘の段丘堆積物は，一般に厚さが薄く，皆無の場合もある。

【海成侵蝕段丘】

【海成堆積段丘】

・空中写真判読等から，上記の地形的特徴を示す地形面を，海成段丘面として認定
した。

・現地調査により，堆積物の状況を確認し，海成段丘面認定の妥当性を確認した。

海成段丘面の地形的な特徴と堆積物の状況（鈴木（2001）より）

海成段丘面の形成過程による分類（鈴木（2001）より） 敷地付近における海成段丘面

【敷地付近における海成段丘面の堆積物の特徴】

構成物 層 相

被

覆

層

土 壌 シルトが主体 土壌生成作用を受けている

崖 錐 堆 積 物 礫～シルト
角～亜角礫主体，基質支持，
淘汰が悪い

小 河 川 堆 積 物 礫～シルト
亜角～亜円礫主体，堆積構造は不明瞭，
淘汰が悪い

湿 地 性 堆 積 物 シルトが主体 有機質で炭化物をしばしば含む

海 成 堆 積 物
礫や砂が主体で，
シルトを含む

亜円～円礫主体で扁平礫を含む，
礫支持，礫の定向配列が認められる，
淘汰が中程度～よい

海成段丘面の構成層（鈴木，2001に一部加筆）
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段丘面分布図
(小池･町田（2001）に一部加筆）

mT5eの
旧汀線

■海成段丘面の年代に関する調査にあたっては，海成の段丘面がよく保存されており，旧汀線が明瞭に連続する敷地付近を選定した。

赤色立体地図

1.2.1（3）海成段丘面の年代に関する調査 ー調査位置の選定ー

志
賀
原
子
力
発
電
所

段丘面分布図

この図は，航空レーザ計測データ及び
1985年の空中写真をもとに作成した赤
色立体地図を使用したものである。

凡 例

志
賀
原
子
力
発
電
所

凡 例

・当社の中位段丘Ⅰ面は，文献の
mT5e（ステージ5eの海成段丘面）
とほぼ同じ分布を示す。

・文献に示されたmT5eの旧汀線の位置
は，地形的に明瞭に連続する。

mT5eの
旧汀線

凡 例



調査位置図 20

30km

志賀原子力
発電所

右拡大図範囲

Loc.f

Loc.K

Loc.c

Loc.a Loc.b

Loc.H

Loc.G

Loc.e

Loc.d

Loc.F

Loc.E

Loc.B

Loc.A

Loc.C

Loc.I

Loc.J

Loc.D

凡例

Loc. ａ 高位段丘Ⅰ面に関する調査

Loc. A 中位段丘Ⅰ面に関する調査

1.2.1（3）海成段丘面の年代に関する調査 ー調査位置図ー
■敷地付近の高位段丘Ⅰ面及び中位段丘Ⅰ面を対象に，表土はぎ調査，トレンチ調査，ボーリング調査，ピット調査を実施し，段丘構成層中のテフラ，土壌区分を

確認した。

段丘面 調査地点 調査手法

高位段丘Ⅰ面

Loc.a ピット

Loc.b トレンチ

Loc.c トレンチ

Loc.d ピット

Loc.e トレンチ

Loc.f 表土はぎ

中位段丘Ⅰ面

Loc.A ピット

Loc.B ピット

Loc.C ピット

Loc.D ボーリング

Loc.E ピット

Loc.F ピット

Loc.G トレンチ

Loc.H トレンチ

Loc.I ピット

Loc.J ボーリング

Loc.K 表土はぎ

調査一覧表

志賀原子力発電所

敷地周辺陸域の段丘面分布図

5km



高位段丘Ⅰ面

AT

Aso-4
K-Tz
SK

明褐色土壌
・色調7.5YR程度

赤褐色土壌
・色調5YR程度
・淡いトラ斑

赤色土壌
・色調2.5YR程度
・明瞭なトラ斑

段丘堆積物

中位段丘Ⅰ面

明褐色土壌
・色調7.5YR程度

赤褐色土壌
・色調5YR程度
・淡いトラ斑

段丘堆積物

AT

Aso-4
K-Tz
SK

模式層序

Loc. K（表土はぎ調査）
EL12m

EL11m

EL10m

EL31m

EL34m

EL33m

EL32m

■地質観察及び火山灰分析等の結果をまとめて，中位段丘Ⅰ面及び高位段丘Ⅰ面の模式層序を作成した。
Loc.b及びLoc.Dの詳細を次頁以降に示す。（その他の調査実施地点の詳細については，データ集4を参照。）

標高 深度標高 深度

Loc. b （トレンチ調査）標高 深度

Loc. D （ボーリング調査）

中位段丘Ⅰ面柱状図例

高位段丘Ⅰ面柱状図例

赤色土壌
赤色土壌（礫混じり）

・色調5YR4/6～
2.5YR4/8(赤色部）
～7.5YR5/8（淡色部）

・明瞭なトラ斑あり 赤色土壌
・色調2.5YR4/6(赤色部）

～10YR6/4（淡色部）
・明瞭なトラ斑あり

標高 深度 Loc. ｆ（表土はぎ調査）
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・中位段丘Ⅰ面の構成層は，下位より段丘堆積物，赤褐色土壌，明褐色土壌からなり，段丘堆積物を覆う赤褐色土壌にK-Tzテフラ（9.5万年前），SK
テフラ（11万～11.5万年前）を挟在する。

・高位段丘Ⅰ面の構成層は，下位より段丘堆積物，赤色土壌，赤褐色土壌，明褐色土壌からなり，段丘堆積物を覆う赤色土壌は明瞭なトラ斑を伴う。

テフラの年代（町田・新井，2003）

1.2.1（3）海成段丘面の年代に関する調査 ーテフラ，赤色土壌等ー

※ 敷地付近では，SKが検出されないことが多い。SKの堆積
環境に関する検討結果については，データ集3を参照

（海成堆積物）

（海成堆積物）

（海成堆積物）

シルト質砂層（海成堆積物）
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Loc.b（駐車場南東方トレンチ） 西壁面スケッチ

S-1

安山岩（角礫質）

砂礫層（海成堆積物）

赤色土壌（礫混じり）

赤色土壌

赤褐色土壌

埋土

安山岩（角礫質）

砕石

アスファルト

火山灰分析

K-Tz K-Tz

N43°W/77°NE

←S N→

N→←S

Loc.b（駐車場南東方トレンチ） 西壁面写真

テフラの年代（町田・新井，2003）

K-Tz：9.5万年前

・高位段丘Ⅰ面に位置するLoc.b（駐車場南東方トレンチ）においては，
岩盤上位に砂礫層，赤色土壌，赤褐色土壌が分布する。

■Loc. b（駐車場南東方トレンチ）についての調査結果を示す。

段丘面分布及び調査位置図

Loc.b志
賀
原
子
力
発
電
所

凡例

1.2.1（3）海成段丘面の年代に関する調査 ーLoc. bー

※火山灰分析の詳細については，データ集4を参照

火山灰分析

火山灰分析

柱状図（P.21）作成箇所

0 1m



←NNE SSW→

・中位段丘Ⅰ面に位置するLoc.D（敷地北方ボーリ
ング）においては，岩盤上位には，砂礫層が分布
する。その上には下位より礫混じり砂層，赤褐色
土壌，明褐色土壌が分布する。

・赤褐色土壌の最下位にSKテフラ（11万～11.5万年
前）を挟在する。

コア写真※1

調査位置写真

ボーリング調査位置

深度(m)

0

１

２

深度(m)

１

２

3

※1：斜めボーリング（傾斜70°西方向）で掘削

■Loc. D（敷地北方ボーリング）についての調査結果を示す。

段丘面分布及び調査位置図

Loc.D

志
賀
原
子
力
発
電
所

凡例

1.2.1（3）海成段丘面の年代に関する調査 ーLoc. Dー

●試料番号14の火山ガラスの主成分分析結果については，データ集4を参照

※2

火山灰分析結果

※2: K-Tzの降灰層準と認定した箇所より
も下位に検出されたβ石英は，浸透
等によるものと判断。

テフラの年代（町田・新井，2003）

DKP：5.5万年前以前
Aso-4：8.5万～9万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：11万～11.5万年前

Aso-4 Ho含む
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赤褐色土壌
赤褐色～褐色（5～7.5YR4/6）を呈する。深度0.85～
1.05 m付近ではわずかに砂分が多く，明褐色を呈す
部分も見られる。深度1.03～1.43mでは黒雲母片を含
む。深度1.36～1.43 mでは黄褐色を呈すシルトが見ら
れる。指圧でわずかに跡が残る程度に締まっている。

砂礫層（海成堆積物）
礫は安山岩のくさり礫（径3～20 cm程度）からなり，
一部新鮮な礫も見られる。礫の含有量は70～80%程
度である。

明褐色土壌
明褐～褐色（7.5YR5/8～4/6）を呈し，全体に弱亜角
塊状の土壌構造が見られる。指圧でわずかに跡が
残る程度に締まっている。

礫混じり砂層
極細粒～細粒砂からなり，安山岩のくさり礫（径1 cm
程度）を含む。指圧でわずかに跡が残る程度に比較
的締まっている。

安山岩

全体的に強風化している。稀に粘土化したギブサイ
トが見られる。

試料
番号

-0.47～
-1.43 m

-1.63～
-2.41 m

-0.14～
-0.47 m

-1.43～
-1.63 m

-2.41～
-2.82 m

＜柱状図＞

旧耕作土0.00～
-0.14 m

(EL 9.6 m)

(深度3m)

(深度2m)

(深度1m)

ボーリング調査結果

試料は10cm間隔
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（1） 能登半島周辺の地形，地質構造 ・・・・・ 7
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敷地を中心とする
半径30km範囲

敷地を中心とする
半径30km以遠

既存文献の調査

全ての「断層及びリニアメント」

変動地形学的調査
（空中写真判読）

全ての「リニアメント・変動地形
（変動地形の可能性がある地形）」

既存文献の調査

敷地への影響が大きな断層
（長さと敷地からの距離を考慮）

詳細調査

後期更新世以降の活動が
否定できない断層

≪抽出≫ ≪調査・評価≫

・敷地を中心とする半径30km範囲： 文献調査により抽出された全ての「断層及びリニアメント」並びに変動地形学的調査により抽出された全ての
「リニアメント・変動地形」について詳細調査を実施し，活動性及び連続性を評価した。

・敷地を中心とする半径30km以遠： 文献調査により把握した断層の中から，敷地への影響が大きな断層を選定し，詳細調査を実施し，活動性及
び連続性を評価した。

1.2.2（1）活断層調査フロー

活断層

P.26参照

詳細調査

後期更新世以降の活動が
否定できない断層

・邑知潟南縁断層帯
・坪山－八野断層
・眉丈山第2断層
・酒見断層
・富来川断層
・能登島半の浦断層帯
・能都断層帯

・跡津川断層帯
・牛首断層
・御母衣断層
・糸魚川－静岡構造線活断層系
・魚津断層帯及び能登半島東方沖

P.27,28参照

P.29,30参照（評価結果を記載）

P.31参照（評価結果を記載）

活断層

変動地形学的調査
・詳細写真判読
・航空レーザ計測

地質調査
・地表踏査
・表土はぎ調査
・トレンチ調査
・ボーリング調査

地球物理学的調査
・反射法地震探査
・重力探査
・地中レーダ探査

詳細調査項目

■敷地からの距離に応じて，以下のフローに沿った活断層調査を実施した。

≪敷地からの距離≫



■敷地周辺陸域の活断層に関する文献を調査した。そのうち，主な文献を下図に示す。（その他の主な文献については，データ集1を参照。）

志賀原子力
発電所

志賀原子力
発電所

志賀原子力
発電所

５ｋｍ ５ｋｍ ５ｋｍ

凡 例

活断層（主として第四紀後期に活動したもの）

（太線は平均変位速度が１ｍ／103年以上のもの）

推定活断層（同上）

上記の断層における変位の向き

（矢印は走向ずれの方向，ケバは落下側を示す）

活断層であることが確実なもの（確実度Ⅰ）

活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）

活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）

短線は縦ずれの低下側を，矢印は横ずれの向きを示す。

凡 例
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「活構造図 「金沢」」
加藤・杉山（1985）

「新編 日本の活断層」

活断層研究会(1991）

「活断層詳細デジタルマップ」

中田・今泉（2002）

1.2.2（2）文献調査による断層



リニアメント・変動地形判読基準表
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■リニアメント・変動地形の判読にあたっては，土木学会（1985）及び井上ほか（2002）の判読基準を参考に，能登半島は段丘面が発達しているという特徴を考慮し，不
明瞭な変動地形を見逃さないよう，段丘面を重視した判読基準を設定した。

1.2.2（3）リニアメント・変動地形 ー判読基準ー

・井上ほか（2002）は土木学会（1985）に対して横ずれ断層による変位地形の基準を充実させており，本基準ではさらに段丘面に
関する分類を「崖・溝状凹地等」と「撓み・傾斜面」に細区分し，それぞれの地形要素に関する記載を充実させた。



30km

5km

志賀原子力
発電所

28敷地周辺陸域の段丘面及びリニアメント・変動地形分布図

■前頁の判読基準を基に，リニアメント・変動地形の判読を行った。判読結果を下図に示す。
■判読にあたっては，米軍，国土地理院，当社撮影の空中写真（下表参照）から，撮影範囲，土地利用状況等を踏まえ，適切な空中写真を選定した。

凡 例

1.2.2（3）リニアメント・変動地形 ーリニアメント・変動地形分布図ー

撮影者 縮尺 年代

米軍

約1/40,000 1947～1955年

約1/20,000 1953年

約1/15,000 1947～1949年

約1/10,000 1952～1953年

国土地理院

1/40,000 1965～1967年

1/20,000 1978年

1/10,000 1963年

当社

1/20,000 1978年

1/15,000 1961年

1/8,000 1985年

空中写真一覧表
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⑬輪島市門前町原
周辺の断層

志賀原子力発電所

②眉丈山第１断層

①邑知潟断層帯
（野寺断層）

①邑知潟断層帯
（内高松付近の断層）

多田

野寺

③谷内西方
の断層

③高爪山西方
の断層

⑩無関断層

⑩島別所北リニアメント

⑧七尾市中島町
小牧周辺の断層

②徳田北方の
断層

リニアメント・変動地形は判読されないが，
文献に図示された主な断層等

凡 例
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・邑知潟南縁断層帯，坪山-八野断層，眉丈山第2断層，
酒見断層，富来川断層，能登島半の浦断層帯，能都断
層帯について，後期更新世以降の活動が否定できない
断層等として評価した。

敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層位置図

赤字：後期更新世以降の活動が否定できない断層等

※：能登島半の浦断層帯については，海域を含む

1.2.2（4）断層評価 ー敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層位置図ー
■敷地周辺陸域（半径30km範囲）において，文献調査及び変動地形学的調査により抽出された断層等の位置を下図に示す。（敷地近傍（半径5km範囲）の断層評価に

ついては，P.80,81に示す。）

●敷地近傍のリニアメント・変動地形については，「1.4.2 敷地近傍の
活断層調査結果」にて詳述する。

30km



No. 名称 長さ※１ 評価

⑥
七尾市中島
町西谷内周
辺の断層

別所付近の断層 約1.7km**
・リニアメント・変動地形は判読されない。
・穴水累層が連続して分布しそこに断層

は認められない。

西谷内リニアメント 約3.3km

・草木互層が連続して分布しそこに断層
は認められない。

・穴水累層と草木互層との地層境界及び
穴水累層中の岩質の差を反映した差別
侵食による組織地形。

⑦ 富来川断層 約3.0km ・後期更新世以降の活動が否定できない。

⑧
七尾市中島
町小牧周辺
の断層

小牧断層 約1.7km
・高位段丘面形成以降の活動は認められ
ない。

瀬嵐断層 1km* ・リニアメント・変動地形は判読されない。
・高位段丘面に高度差は認められない。

鹿島台リニアメント 約0.6km ・高位段丘面に高度差は認められない。

⑨
穴水町鹿島
周辺の断層

鹿島西断層 約4.4km
・穴水累層が連続して分布しそこに断層

は認められない。

緑ヶ丘リニアメント 約5.2km ・中位段丘面に高度差は認められない。

曽福リニアメント 約2.9km ・中位段丘面に高度差は認められない。

⑩
能登島の断
層

能登島半の浦断層帯※2 約10km ・後期更新世以降の活動が否定できない。

無関断層 0.5km* ・リニアメント・変動地形は判読されない。
・高位段丘面に高度差は認められない。

島別所北リニアメント 約2.2km ・高位段丘面に高度差は認められない。

⑪ 能都断層帯 約20km ・後期更新世以降の活動が否定できない。

⑫ 高浜断層 >2km* ・リニアメント・変動地形は判読されない。
・中位段丘面に高度差は認められない。

⑬
輪島市門前
町原周辺の
断層

原断層 1.5km*
・リニアメント・変動地形は判読されない。
・穴水累層と縄又互層との地層境界を反
映した差別侵食による組織地形。

小又西方の断層 2.5km*
・リニアメント・変動地形は判読されない。
・穴水累層と縄又互層との地層境界を反
映した差別侵食による組織地形。

⑭ 矢駄リニアメント 約6.8km
・穴水累層と上棚泥岩層等との地層境界
及び穴水累層中の岩質の差を反映した
差別侵食による組織地形。

⑮ 西中尾リニアメント 約11km
・縄又互層等が連続して分布しそこに断
層は認められない。

⑯ 下唐川リニアメント 約3.3km
・穴水累層と縄又互層との地層境界を反
映した差別侵食による組織地形。
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※1：空中写真による （*：文献の表に示された長さ，**：文献から図読した長さ）

※2：能登島半の浦断層帯については，海域を含む

No. 名称 長さ※１ 評価

①
邑知潟断層
帯

邑知潟南縁断層帯 約34km ・後期更新世以降の活動が否定できない。

野寺断層 約7km

・リニアメント・変動地形付近に分布する
中川砂岩層はほぼ水平。

・リニアメント・変動地形は東側の花崗岩
及び新第三紀層と西側の第四紀層との
不整合境界にほぼ一致することから組
織地形。

坪山-八野断層 約10km ・後期更新世以降の活動が否定できない。

内高松付近の断層 約1.7km

・リニアメント・変動地形周辺の中川砂岩
層等はほぼ水平。

・反射法地震探査より中川砂岩層等に相
当する反射パターンはほぼ水平に連続
しており，断層や撓曲等は認められない。

②

眉 丈 山 第 1
断 層 ・ 眉 丈
山第2断層・
徳田北方の
断層

眉丈山第1断層 9km*

・リニアメント・変動地形は判読されない。
・断層露頭等は認められない。
・反射法地震探査より断層の存在を示唆
する反射構造は認められない。

眉丈山第2断層 約19km ・後期更新世以降の活動が否定できない。

徳田北方の断層 約3.4km
・地表地質調査及び反射法地震探査結果
より高階層等に変位，変形は認められな
い。

③ 酒見断層

酒見断層 約9.1km ・後期更新世以降の活動が否定できない。

谷内西方の断層 2km* ・リニアメント・変動地形は判読されない。
・高位段丘面に高度差は認められない。

高爪山西方の断層 1.5km* ・リニアメント・変動地形は判読されない。
・最高位段丘面に高度差は認められない。

④ 富来川南岸断層 約6.0km

・中位段丘面に高度差は認められない。
・トレンチ調査及び表土剥ぎ結果において，
リニアメント・変動地形に対応する断層は
認められない。

⑤ 横田付近の断層 約2.5km
・穴水累層と山戸田泥岩層との地層境界
及び穴水累層中の岩質の差を反映した
差別侵食による組織地形。

⑥
七尾市中島
町西谷内周
辺の断層

田尻滝西方の断層 2km*

・リニアメント・変動地形は判読されない。
・地すべり地形。
・谷出礫岩層が連続して分布しそこに断

層は認められない。

越ヶ口西方の断層 0.5km* ・リニアメント・変動地形は判読されない。
・地すべり地形。

二口西方の断層 1km* ・リニアメント・変動地形は判読されない。
・地すべり地形。

赤字：後期更新世以降の活動が否定できない断層等

1.2.2（4）断層評価 ー敷地周辺陸域（半径30km範囲）の評価一覧表ー
■敷地を中心とする半径30km範囲の陸域の断層評価結果を下表に示す。（敷地近傍（半径5km範囲）の断層評価については，P.80,81に示す。）



後期更新世以降の活動が否定できない断層等

No. 断層名 長さ 評価結果

① 跡津川断層帯 約69km ・後期更新世以降の活動が否定できない

② 牛首断層 約56km ・後期更新世以降の活動が否定できない

③ 御母衣断層 約70km ・後期更新世以降の活動が否定できない

④ 糸魚川－静岡構造線活断層系 約158km※1 ・後期更新世以降の活動が否定できない

⑤ 魚津断層帯及び能登半島東方沖 約117km ・後期更新世以降の活動が否定できない

※1：地震調査委員会（2015）による評価を参照

・跡津川断層帯，牛首断層，御母衣断層，糸魚川－静岡構
造線活断層系，魚津断層帯及び能登半島東方沖につい
て，後期更新世以降の活動が否定できない断層等として
評価した。

敷地周辺陸域（半径30km以遠）の断層位置図

■敷地を中心とする半径30km以遠の陸域において，文献調査を踏まえ，断層長さと敷地までの距離を考慮し，敷地への影響が大きな断層の評価結果を下記に示す。

1.2.2（4）断層評価 ー敷地周辺陸域（半径30km以遠）の評価一覧表ー

●左図に記載していないその他の断層等については，敷地に与える
影響が小さいことを確認している

31
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マルチビーム(海上保安庁海洋情報部：2007）

シングルビーム（石川県：1996，1997）

シングルビーム（東京大学地震研究所：2007）

シングルビーム（北陸電力：1985，1987，2006）

調査機関 北 陸 電 力 東京大学地震研究所 石 川 県
海上保安庁
海洋情報部

調査年 1985年，1987年 2006年 2007年 1996年，1997年 2007年

調査海域

敷地前面調査海域
2007年能登半島地震

震源域周辺
敷地前面調査海域

2007年能登半島地震
震源域周辺

沖合海域 沿岸海域 沿岸海域（一部沖合） 沖合海域 沿岸海域 沖合海域

測深の種類 シングルビーム シングルビーム シングルビーム シングルビーム シングルビーム
マルチビーム

（ビーム数126）

最大可測深度 1,000ｍ 120ｍ
浅：125ｍ
深：250ｍ

浅：125ｍ
深：250ｍ

※ 600ｍ

精度
±（0.1+水深×

1/1,000）ｍ
±（0.03+水深×

1/1,000）ｍ
±（0.03+水深×

1/1,000）ｍ
±（0.03+水深×

1/1,000）ｍ

北部海域：
（0.05±水深×1/1,000）ｍ
南部海域：
（0.03±水深×1/1,000）ｍ

※

周波数 28kHz 200kHz 200kHz 200kHz 200kHz 180kHz

指向角 20° 6° 6° 6°
北部海域：3°
南部海域：6°

1.5°×2.8°

※：報告書に記載のない項目

1.3.1（1）海底地形 －敷地前面調査海域における音響測深－
■敷地前面調査海域において，当社及び他機関が実施した音響測深実施位置を示す。

33

志賀原子力発電所

敷地前面調査海域の海底地形調査位置図

凡 例
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敷地前面調査海域の海底地形図

海士岬

志賀原子力発電所

滝崎

前
ノ
瀬

長
平
礁

笹波

・敷地前面調査海域は，水深約250m以浅の大陸棚及び大陸斜面
からなり沖合いに向かって深度を増している。

・海士岬以北の海域では，大陸棚と大陸斜面との区別が不明瞭で
あるが，沿岸の安右エ門礁を伴う斜面部分，沖合いの前ノ瀬及び
長平礁を伴う起伏に富んだ部分並びにこれらの間に位置する中
央の平坦面部分からなる。

・海士岬以南の海域では，水深約140m～約170mの傾斜変換部を
境にして，沿岸側の大陸棚とその沖合いの大陸斜面からなる。

・大陸棚は，小規模な起伏を伴う平坦な形状を示し，3/1,000～
10/1,000 程度の緩い勾配で沖合いに向かって傾斜する。

・大陸斜面は，ほとんど起伏のない緩傾斜の海底地形を示し，
10/1,000～20/1,000 程度の勾配で沖合いに向かって傾斜する。

1.3.1（1）海底地形 －敷地前面調査海域－
■敷地前面調査海域において，音響測深により取得したデータを基に海底地形図を作成した。

位置図

左図拡大範囲



位置図

左図拡大範囲
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・七尾湾調査海域は，七尾湾及びこれに接する富山湾西
部の大陸棚からなる。七尾湾は，全体として平坦な海底
地形を示すが，陸域，島，礁，瀬等の近傍では起伏に富
む海底地形を示す。

・大陸棚は，礁，瀬等の浅海部や七尾湾口及び陸域の河
口に連続する谷状地形等を伴い，10/1,000～30/1,000 程
度の勾配で沖合いに向かって傾斜する。

七尾湾調査海域の海底地形図

1.3.1（1）海底地形 －七尾湾調査海域－
■七尾湾調査海域において，音響測深により取得したデータを基に海底地形図を作成した。



対象 左図凡例 実施機関：音源

浅部

中深部

深部

石川県：ソノプローブ・シングルチャンネル

北陸電力：ブーマー・マルチチャンネル

東京大学地震研究所：ブーマー・マルチチャンネル

産業技術総合研究所：ブーマー・マルチチャンネル

原子力安全・保安院：ブーマー・マルチチャンネル

北陸電力：スパーカー・シングルチャンネル・360Ｊ

北陸電力：スパーカー・シングルチャンネル・2450Ｊ

原子力安全・保安院：ウォーターガン・マルチチャンネル

海上保安庁水路部：エアガン・シングルチャンネル

地質調査所：エアガン・シングルチャンネル

石油開発公団：エアガン・マルチチャンネル

東京大学地震研究所：エアガン・マルチチャンネル
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1.3.1（2）地質・地質構造 －能登半島周辺海域における海上音波探査－
■能登半島周辺海域において，当社及び他機関が実施した音波探査航跡図及び音波探査の仕様（次頁参照）を示す。

・各種音源により，海底下浅部から深部にわたる音波探査データが充実している。

・敷地近傍では，当社において海岸線近くまで高分解能な音波探査を実施している。

・能登半島地震を受け東大震研，産総研等により詳細な調査が実施されている。
0 5 10km

志賀原子力
発電所

敷地前面調査海域の音波探査航跡図※

敷地周辺海域の音波探査航跡図

左図拡大範囲

当社による調査

他機関による調査

※：航跡図の拡大図をデータ集5に記載

右図拡大範囲

七尾湾調査海域の音波探査航跡図※

0 5 10km

海上保安庁水路部：
スパーカー・シングルチャンネル

上図凡例
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1.3.1（2）地質・地質構造 －海上音波探査の仕様－

※：報告書に記載のない項目
－：該当しない項目

調査機関 北 陸 電 力 原子力安全・保安院 石川県
東京大学地震研究所
産業技術総合研究所

東京大学
地震研究所

海上保安庁
水路部

地質調査所 石油開発公団

調査年 1985年，1987年 2006年 2009年 2008年 1995年，1996年 2007年 2007年 1968年,1969年 1981年 1988年 1973年

調査海域 沖合海域 沿岸海域
沿岸海域

（一部沖合）
沿岸海域 沖合海域 沿岸海域 沿岸海域

2007年能登半島地震
震源域周辺

2007年能登半島地震
震源域周辺

能登半島周辺 七尾湾周辺 能登半島周辺
石川県～
福井県沖

調査の種類

アナログ方式
シングル

チャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチ

チャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチ

チャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチ

チャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチ

チャンネル
反射法探査

アナログ方式
シングル

チャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチ

チャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチ

チャンネル
反射法探査

アナログ方式
シングル

チャンネル
反射法探査

アナログ方式
シングル

チャンネル
反射法探査

アナログ方式
シングル

チャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチ

チャンネル
反射法探査

発 振 器 スパーカー スパーカー ブーマー ブーマー ウォーターガン ブーマー ソノプローブ ブーマー エアガン エアガン スパーカー エアガン エアガン

発振エネルギー
約2,450Ｊ

(一部約6,000Ｊ)
約360Ｊ 約200 J 約200 J 約3500J 約300J

※
（最大約36J）

約200 J 約340,000Ｊ 約10,000Ｊ
約100～500J
（一部約1,000

～7,000J）
約70,000Ｊ 約230,000Ｊ

発振周波数 80～1,000Hz
100～

1,000Hz
400～1,400Hz 400～1,400Hz ※ ※ 3kHz 400～1,400Hz 3～125Hz ※ ※ ※ ※

受振器の
チャンネル数

1ch 1ch
12ch

受振点間隔：
2.5m

12ch
受振点間隔：

2.5m

48ch
受振点間隔：

6.25m

13～18ch
受振点間隔：

3.125m
1ch

12ch
受振点間隔：2.5m

96ch
受振点間隔：12.5m

1ch 1ch 1ch
48ch

受振点間隔：
50m

受振器の長さ － － 約30m 約30m 約300m 約40～60m － 約30m 約1,200m － － － 約2,400m

受振フィルター
120～1,000Hz

(一部20～150Hz)
500～

2,000Hz
out～3,000Hz out～3,000Hz ※ ※ ※ out～3,000Hz 3～250Hz 20～150Hz

200～3,500Hz
（一部40～
1,000Hz）

31.5～315Hz 8～62Hz

収録時
サンプリングレー

ト
－ － 0.083msec 0.1msec 0.25msec 0.125msec －

地震研：0.083msec
産総研：0.082msec

2msec － － － 4msec

データ処理時
サンプリングレー

ト
－ － 0.2msec 0.1msec ※ ※ － 0.2msec 2msec － － － 4msec
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■敷地前面調査海域及び七尾湾調査海域の地層区分を下表に示す。

敷地前面調査海域の地層区分表 七尾湾調査海域の地層区分表

1.3.1（2）地質・地質構造 －地層区分－
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1.3.1（2）地質・地質構造 －地質層序－

陸域と海域の地質対比表

■敷地前面調査海域及び七尾湾調査海域と陸域の地質対比表を以下に示す。



志賀原子力発電所

5km

前
ノ
瀬

長
平
礁

海士岬

笹波
安
右
エ
門
礁
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・A層は，水深約140m以浅の大陸棚のほとんどの海域に分布する。

・B層は，海士岬以北の海域の一部を除くほぼ全域に分布しており，
水深約140m以浅ではA層に覆われている。

・C層は，海士岬以北の海域の一部を除くほぼ全域に分布しており，
ほとんどが上位層に覆われている。

・D層は，ほぼ全域に分布するが安右エ門礁，前ノ瀬，長平礁付近
等を除き上位層に覆われている。

敷地前面調査海域の海底地質図

凡 例

0 10km

No.3測線

No.9測線 2'2

1 1'

1.3.1（2）地質・地質構造 －敷地前面調査海域の海底地質図－
■敷地前面調査海域において，音波探査により取得したデータ等を基に，海底地質図及び海底地質断面図（P.41参照）を作成した。
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・北部海域は，笹波沿岸及び前ノ瀬・長平礁周辺の顕著なD層の隆起で特徴づけられる。

・笹波沿岸の隆起帯の西方及び南西方に小規模なD層の隆起が認められ，前ノ瀬・長平礁周辺の隆起帯の東方
にも小規模なD層の隆起が認められる。これら小隆起帯の北西縁及び西縁の地層は急傾斜している。

・南部海域は，南西方向に広がる堆積盆地と，厚く堆積するC層及びB層で特徴づけられる。

・C層及びB層中にはN-S方向に伸びる2条の褶曲が認められ，これらの褶曲は東翼が急傾斜している。

凡 例

No.3測線（北部海域）

No.9測線（南部海域）

敷地前面調査海域の海底地質断面図

←W E→

1 1'

←W E→

2'2

1.3.1（2）地質・地質構造 －敷地前面調査海域の海底地質断面図－
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・A層は，沿岸部を除く大部分に分布する。

・B層は，大部分に分布するがほとんどがA層に覆われて
おり，下位層上面の起伏を伴った侵食面を不整合に覆う。

・C層は，富山湾に分布するが全域でB層に覆われており，
下位層上面をオンラップ状の不整合で覆う。

・D層は，ほぼ全域に分布し水深約25m以深ではほとんど
が上位層に覆われている。

七尾湾調査海域の海底地質図

凡 例

1.3.1（2）地質・地質構造 －七尾湾調査海域の海底地質図－
■七尾湾調査海域において，音波探査により取得したデータを基に，海底地質図及び海底地質断面図（P.43参照）を作成した。
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凡 例

七尾湾調査海域の海底地質図

・D層上面が起伏に富み，B層及びA層はそれぞれ下位層の凹部を埋めて，
ほぼ水平に堆積している。

L-27

←NW SE→

←SW NE→

B-2

断面線Ⅱ

L-27

←W E→

凡 例

1.3.1（2）地質・地質構造 －七尾湾調査海域の海底地質断面図－
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地層境界・堆積構造 記録パターンの特徴

A 層 下位層上面の侵食面を不整合に覆う
反射パターンは，全体に白っぽく，その中に海底
面に平行な連続する数条の平行層理を示す

B 層

B1
下位層上面の侵食面を不整合に覆う
沿岸域で下位層上面が起伏面の場合は，顕著
な不整合関係を示す

沿岸部では，連続性にやや乏しい平行層理が認
められ，沖合部では海底面に平行なやや細い平
行層理が認められる

B2

B3

C 層

C1

下位層上面を傾斜不整合またはオンラップ状の
不整合で覆う

C１層ではコントラストの弱い連続する平行層理が
認められる
C２層ではコントラストの強い連続する平行層理が
認められる

C2

D 層
D１

下位層上面を傾斜不整合またはオンラップ状の
顕著な不整合で覆う

コントラストの強い連続する平行層理が認められる

D2 音響基盤 無層理状パターン

A

B1

B2

全体的に白っぽく，
海底面に平行な連
続する平行層理

連続性にやや乏
しい平行層理

北陸電力スパーカー(No.1・S) 東大震研ブーマー(K7-2)

←W E→

1：6

北陸電力スパーカー(No.7.5)

B2B3

C1

C2

D1

D2

E→←W

3456

SE→←NW

A

B1

B2
1：6

1：15

連続性にやや乏
しい平行層理

全体的に白っぽく，海
底面に平行な連続す
る平行層理

※この図面は，東京大学地震研究所の海上音波探査の記録
を北陸電力が独自に解析・作成したものである

上図記録範囲位置図

No.1･S

No.7.5

志賀原子力
発電所

0     10km

コントラストの弱い
連続する平行層理

コントラストの強い
連続する平行層理

コントラストの強い
連続する平行層理

音響基盤
（無層理状パターン）

0m

80m

160m

240m

320m

400m
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・敷地前面調査海域の海底地質については，音波探査の記録パターンにより上位からA層，B層，C層及びD層に分類される。

・また，B層，C層，D層については，記録パターンによってさらに細分類される（D2層は音響基盤）。

■敷地前面調査海域において，音波探査の記録パターンから地層区分を行った。

1.3.1（3）地質の年代に関する調査 －敷地前面調査海域の地層区分（音響層序学的区分）－



1.3.1（3）地質の年代に関する調査 －A層，B１層，B２層の年代評価－

敷地前面調査海域
の地質

完

新

世
A層

更

新

世

後

期

B1層

中

期B2層

北陸電力スパーカー(No.15)

（B1層及びB2層の記録パターン～大陸棚外縁部～）

←W

侵食面

Ｅ→

50 45

オンラップ

40

B1

B2

55

A

1：15

プログラデーションパターン

プログラデーションパターン

海水準変動曲線との対比

小池･町田（2001）に一部加筆

更

新

世

46

志賀原子力
発電所

No.15

柱状採泥位置

st4

st24

st8

A層分布範囲

CoreA
CoreB

CoreC

CoreD

CoreE

st36

水深約140m以浅の大陸棚のほとんどの海域に分布

沖合いに向かって薄くなる楔状の地層

年代測定結果
・貝類及びウニ殻の14C年代値

⇒BC247～AD1844（CoreA～E） （池原ほか，2007）

 大陸棚外縁部において，A層に覆われるプログラデーションパター
ンが認められる（右下図参照）

 大陸棚外縁部において，B2層のプログラデーションパターンにオン
ラップするパターンが認められる

 年代測定結果
・木片の14C年代値⇒ 32,000y.B.P(st4)※1

・貝化石のESR年代値 ⇒ 22,000y.B.P(st8)，84,000y.B.P(st24)※1

・火山灰分析 ⇒ KKｔテフラ（33万～34万年前）（P.71,72参照）

 大陸棚外縁部においてプログラデーションパターンが認められる
（右下図参照）

 年代測定結果

・貝化石のESR年代値 ⇒ 235,000y.B.P(st36) ※1

（採取位置付近までB1層が分布し，その年代を測定し
ている可能性もあることから，参考値として扱う）

・不整合面

最終氷期以降の堆積物

最終氷期（ステージ2）の侵食面

・不整合面

・天然ガス鉱業会・大陸棚石油開発協会（1992）及び片山・池原
（2001）の試錐結果から，B1／B2層境界は中期更新世における海
水準低下期に対応※2

中期更新世における海水準低下期の侵食面

※1：データ集6参照
※2：データ集7参照
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地質時代 陸域の地質 海域の地質

第
四
紀

完新世 沖積層 A

更

新

世

後

期 段丘堆積層
・高階層等

B
B1

中
期埴生階

B2

B3

前
期氷見階 C

C1

C2

新
第
三
紀

鮮新世

音川階

D

D1

中新世 東別所階

黒瀬谷階

岩稲階

楡原階 D2
古第三紀

先第三紀
花崗岩・
片麻岩等

断面対比位置図

層序

第四系 e

鮮新統 d
d2

d1

音川層 c

東別所・

黒瀬谷層
b

岩稲層～

先第三系
a

当社地質層序 田中（1979）地質層序

海士岬

志賀町

志賀原子力発電所

滝崎

羽咋市

金沢市

No.9

No.11

交点Ａ

交点Ｂ

文献断面位置
当社断面位置

猿山岬

0 10km

海士岬

志賀町

志賀原子力発電所

滝崎

羽咋市

金沢市

No.9
交点A

文献断面位置
当社断面位置

猿山岬

0 10km

断
面
図
に
よ
る
層
厚
対
比

・当社のB層以浅は田中（1979）のe層，C層は田中（1979）のd層，D層は田中
（1979）のc層以深に対比され，その時代は概ね整合している。

■音波探査の記録パターンにより区分されたA層～D層の4層について，その地質年代を確認することを目的に文献に示されている地質層序と対比を行った。
■田中（1979）との対比結果を以下に示す。

1.3.1（3）地質の年代に関する調査 －文献との対比①－

田中（1979)の断面図との対比

当社No.9断面

田中（1979）
B-3 断面

E→←W

0

←SW

交点Ａ

e

d

c

b

a

c

b

a

B

C

D

水
深

（
m

）
水

深
（
m

）

NE→

100

200

300

400

500

600

700



海士岬

志賀町

志賀原子力発電所

滝崎

羽咋市

金沢市

No.9

No.11

交点Ａ

交点B

文献断面位置
当社断面位置

猿山岬

0 10km

海士岬

志賀町

志賀原子力発電所

滝崎

羽咋市

金沢市

No.11
交点B

文献断面位置
当社断面位置

猿山岬

0 10km
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地質時代 地質

主に
第四紀

主に鮮新世 h

前期～
後期中新世 k

主に前期中
新世の堆積
岩類等

bs

当社地質層序 岡村（2007）地質層序

地質時代 陸域の地質 海域の地質

第
四
紀

完新世 沖積層 A

更

新

世

後

期 段丘堆積層
・高階層等

B
B1

中
期埴生階

B2

B3

前
期氷見階

C1

C2

新
第
三
紀

鮮新世

音川階

D

D1

中新世 東別所階

黒瀬谷階

岩稲階

楡原階 D2
古第三紀

先第三紀
花崗岩・
片麻岩等

■音波探査の記録パターンにより区分されたA層～D層の4層について，その地質年代を確認することを目的に文献に示されている地質層序と対比を行った。
■岡村（2007）との対比結果を以下に示す。

1.3.1（3）地質の年代に関する調査 －文献との対比②－

断面対比位置図

・当社のB層及びC1層以浅は岡村（2007）のt層，C2層は岡村（2007）のh層，D層は
岡村（2007）のk層以深に対比され，その時代は概ね整合している。

C

t

岡村（2007）の断面図との対比

凡 例

ENE→←WSW

t

E→←W

岡村（2007）
M-N 断面

当社No.11断面

交点B

B
C1

D

C2

往
復

走
時

（
秒

）

水
深

（
m

）
水

深
（
m

）

0
100

200

300

400

500

600

700

断
面
図
に
よ
る
層
厚
対
比
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敷地を中心とする
半径30km範囲

敷地を中心とする
半径30km以遠

既存文献の調査

全ての「断層等」

海上音波探査

全ての「音響基盤（D2

層）以浅に認められる
断層等」

既存文献の調査

敷地への影響が
大きな断層等

（長さと敷地からの
距離を考慮）

音波探査記録の解析

後期更新世以降の活動が
否定できない断層

≪抽出≫ ≪調査・評価≫

1.3.2（1）活断層調査フロー

活断層

P.51,52参照

音波探査記録の解析

後期更新世以降の活動が
否定できない断層

・笹波沖断層帯（東部）
・笹波沖断層帯（西部）
・海士岬沖断層帯
・前ノ瀬東方断層帯
・羽咋沖西撓曲
・羽咋沖東撓曲
・能登半島北部沿岸域断層帯

・富山湾西側海域断層
・富山湾西側海域の断層（北部）
・猿山岬北方沖断層

P.56参照（評価結果を記載）

■敷地を中心とする半径30km範囲： 文献調査により抽出された全ての「断層等」並びに海上音波探査により抽出された全ての「音響基盤（D2層）
以浅に認められる断層等」について音波探査記録の解析を実施し，活動性及び連続性を評価した。

■敷地を中心とする半径30km以遠： 文献調査により把握した断層の中から，敷地への影響が大きな断層を選定し，音波探査記録の解析を実施
し，活動性及び連続性を評価した。

P.55参照

P.53,54参照

活断層

P.56参照（評価結果を記載）

■敷地からの距離に応じて，以下のフローに沿った活断層調査を実施した。

≪敷地からの距離≫
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志賀原子力発電所

30km

5km

0 10km

1.3.2（2）文献調査による断層 －敷地前面調査海域（半径30km範囲）－

凡 例

■敷地前面調査海域における，文献による断層等を下図に示す。

敷地前面調査海域の文献断層分布図

位置図

左図拡大範囲
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七尾調査海域の文献断層分布図

1.3.2（2）文献調査による断層 －七尾湾調査海域（半径30km範囲）－
■七尾湾調査海域における，文献による断層等を下図に示す。

凡 例

位置図

左図拡大範囲
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志賀原子力発電所

30km

5km

0 10km

敷地前面調査海域の文献断層分布図

1.3.2（3）海上音波探査による断層 －敷地前面調査海域－
■敷地前面調査海域における，海上音波探査記録から当社が推定した断層等を下図に示す。

位置図

左図拡大範囲

凡 例

（P.55に全域を示す）
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七尾調査海域の文献断層分布図

1.3.2（3）海上音波探査による断層 －七尾湾調査海域－
■七尾湾調査海域における，海上音波探査記録から当社が推定した断層等を下図に示す。

N
-
9

位置図

左図拡大範囲

凡 例

N-1
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敷地周辺海域の文献断層分布図

1.3.2（4）文献調査による断層 －敷地周辺海域（半径30km以遠）－

※30km以遠のその他の断層については，敷地に与える影
響が小さいことを確認している

■敷地周辺海域（半径30km以遠）における，文献による断層等を下図に示す。

小断層群分布域

※小断層群分布域の断層については，敷地に与える影響
が小さいことを確認している

凡 例

凡 例



No. 名称 長さ※2 評価

① 笹波沖断層帯
笹波沖断層帯（東部） 約21km 後期更新世以降の活動が否定

できない。笹波沖断層帯（西部） 約25km

② 海士岬沖断層帯 約18km
後期更新世以降の活動が否定
できない。

③ 前ノ瀬東方断層群 前ノ瀬東方断層帯 約30km
後期更新世以降の活動が否定
できない。

④
羽咋沖西撓曲及
び羽咋沖東撓曲

羽咋沖西撓曲 約23km 後期更新世以降の活動が否定
できない。羽咋沖東撓曲 約34km

⑤
敷地前面調査海
域のその他の断
層

田中（1979）の断層 約16km※3

少なくとも第四系には対応する
断層は認められない。

鈴木（1979）の断層 約13km※3

徳山他（2001）の断層 約26km※3

⑥
七尾湾調査海域
の断層

能登島半の浦断層帯
※1（N-3～N-7断層，
N-9～N-11断層）

約10km
後期更新世以降の活動が否定
できない。

N-1断層 約2.0km
D層（先第三系～鮮新統）内に
伏在する断層であり，後期更新
世以降の活動は認められない。

N-2断層 約2.0km

N-8断層 約4.5km

⑦
富山湾西側海域
の断層

富山湾西側海域断層 約22km
後期更新世以降の活動が否定
できない。

中間部 約11km
少なくとも新第三系上部に断層
等が存在しないため，後期更新
世以降の活動は認められない。

北部 約7.0km
後期更新世以降の活動が否定
できない。

⑧
猿山岬北方沖の
断層

猿山岬北方沖断層 約43km
後期更新世以降の活動が否定
できない。

猿 山 岬 以 西 （ 岡 村
（2007）で示された断
層）

約22km※3 井上・岡村（2010）では断層等
は示されていない。

⑨
能登半島北部沿
岸域の断層群

能登半島北部沿岸域
断層帯

約96km
後期更新世以降の活動が否定
できない。

⑩ FU1及びFU2

FU1（鈴木（1979）で示
された断層）

約63km※3

少なくとも第四系には対応する
断層は認められない。FU2（鈴木（1979）で示

された断層）
約60km※3

※2：音波探査記録による長さ ※3：文献から図読した長さ

・敷地周辺の海域において，笹波沖断層帯（東部），笹波沖断層帯（西部），海士岬沖断層帯，前ノ瀬東方断層帯，羽咋沖西撓曲，羽咋沖東撓曲，能登島半の
浦断層帯，富山湾西側海域断層，富山湾西側海域の断層（北部），猿山岬北方沖断層，能登半島北部沿岸域断層帯について，後期更新世以降の活動が否
定できない断層等として評価した。

1.3.2（5）断層評価 ー敷地周辺海域の評価一覧表ー
■敷地周辺海域の断層評価結果を以下に示す。（敷地近傍（半径5km範囲）の断層評価については，P.80,81に示す。）

. 

①笹波沖断層帯（東部）

②海士岬沖断層帯

⑧猿山岬北方沖断層

⑥七尾湾調査海域の断層
（N-1,2,8断層）

⑩ＦＵ１

④
羽
咋
沖
西
撓
曲

⑩ＦＵ２

①笹波沖断層帯
（西部）

③前ノ瀬東方
断層帯

⑨能登半島北部沿岸域断層帯

④
羽
咋
沖
東
撓
曲

⑦富山湾西側海域
の断層

⑧猿山岬北方沖の断層
（猿山岬以西）

⑤敷地前面調査
海域のその他
の断層
（鈴木（1979）の
断層）

⑤敷地前面調査海域の
その他の断層
（徳山他（2001）の断層）

⑤敷地前面調査海域のその他の断層
（田中（1979）の断層）

⑥能登島半の浦断層帯※1

（N-3～N-7断層，N-9～N-11断層）

後期更新世以降の活動
が否定できない断層等

その他の断層

凡 例

赤字：後期更新世以降の活動
が否定できない断層等

※1：能登島半の浦断層帯について
は陸域を含む

海域の断層分布図
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⑦富山湾西側海域
の断層（中間部）

⑦富山湾西側海域
の断層（北部）
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志賀原子力
発電所

航空レーザ計測による地形データを基に作成した赤色立体地図

5km

この図は，国土地理院発行(S43)の2万5千分の１旧版地形
図（富来・中島・能登福浦・能登高浜）を使用したものである。

・敷地近傍の陸域には，高位段丘面，
中位段丘面が分布する。

・敷地近傍の陸域地形は，海岸線に
沿って海成の中位段丘・高位段丘
が発達する西側が低い低平な平
頂丘陵地及び台地よりなる。

・特にステージ5eに対比される中位
段丘Ⅰ面は，開析がほとんど進ん
でおらず，明瞭な平坦面が残って
おり，旧汀線も明瞭で連続性がよ
い。

志賀原子力
発電所

敷地近傍陸域の段丘面分布図

1.4.1（1）地形 －段丘面分布図－
■文献による段丘面区分を踏まえ，空中写真判読，航空レーザ計測により取得した詳細な地形データを用いて，段丘面分布図を作成した。
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海底地形図（石川県（1997）に一部加筆） ・敷地近傍の海域は，水深約50ｍ以浅の大陸棚からなり，沿岸部では
水深約15ｍまでは凹凸に富んだ岩礁帯を形成している。

兜
岩
沖
断
層

志賀原子力発電所

岩石

2030405060

70

海底地形鳥瞰図（石川県（1997）に一部加筆）

10km

0

砂泥細砂

志賀原子力発電所

-100ｍ

■敷地近傍付近の海底地形については，石川県により詳細な調査が行われている。

1.4.1（1）地形 －敷地近傍海域の海底地形－

凡 例

中砂
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敷地近傍の地質分布図

地質断面線

5km

３ ３’

２ ２’

１ １’

４’

４

５’

５

凡 例

1.4.1（2）地質・地質構造 －地質分布図－
■陸域については，文献を踏まえ，地表地質調査結果，各種分析結果を加味し，海域については，音波探査結果等を踏まえ，敷地近傍の地質分布図及び地質断面

図（P.61参照）を作成した。

敷地近傍の地質分布図
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敷地近傍の地質断面図

１’

２’

３’

４’

１

２

３

・敷地近傍の海岸に沿って広く分布する岩稲階の穴水累層
は，敷地北方で緩く東に傾斜する凝灰岩を挟む。岩稲階を
不整合に覆う草木互層，浜田泥岩層，赤浦砂岩層及び出
雲石灰質砂岩層（非石灰質部）は，敷地近傍の東部で，穴
水累層上面の凹地を埋積しており，大局的には北から南に
向かって順次新しい地層が分布する。これらの地層の傾斜
は，概ね水平ないし10°程度を示している。

・高位段丘堆積層や中位段丘堆積層は，ほぼ水平または海
側方向に非常に緩く傾斜して分布する。

・海岸に露出する岩稲階の穴水累層は海域のD2層に対比さ
れ，D2層は沖合い方向に徐々に深度を増し，その上部には
水深20m以浅の汀線部を除き，C層，B層，A層が分布し，A
層及びB層は海底面とほぼ平行して堆積している。

・敷地近傍の海域では，B1層がB1U層とB1L層に細区分される。

５’５

４

←W（海側）

←W（海側）

←W（海側）

E（山側）→

E（山側）→

E（山側）→

←N S→

←N S→

凡 例

1.4.1（2）地質・地質構造 －地質断面図－
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仮定密度：2,670kg/m3 コンター間隔：1mGal

5km

・敷地近傍（半径5km範囲）の重力異常値はほぼ一定であり，
高重力異常域と低重力異常域との境界は明瞭ではなく，
敷地近傍には規模の大きな断層の存在を示唆する顕著な
線状の重力異常急変部は認められない。

1.4.1（2）地質・地質構造 －重力異常図①－
■敷地近傍の重力異常図を下記に示す。（用いたデータはP.15と同一であり，重力異常値の濃淡を強調するため，色彩スケールを変更している。）

敷地近傍のブーゲー異常図（金沢大学・当社作成）

志賀原子力発電所

この図は，陸域は本多ほか(2012), 国土地理院(2006), 産業技術
総合研究所地質調査総合センター(2013), The Gravity Research
Group in Southwest Japan (2001), Yamamoto et al. (2011)，海域
は産業技術総合研究所地質調査総合センター(2013)を用いて，金
沢大学・当社が作成したものである。なお，重力異常長波長成分
の除去は行っていない。

※黒点は陸域の測定点（計2086点）を示す
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1.4.1（2）地質・地質構造 －重力異常図②－
■海域の重力データは船上重力探査によるものであり，沿岸部の調査密度は比較的小さい。そこで，陸～海の連続的な重力データが得られている航空重力測定結

果を用いて，敷地近傍のブーゲー異常図（金沢大学・当社作成）の沿岸部における信頼性を検証した。

敷地近傍のブーゲー異常図（金沢大学・当社作成）

※黒点は陸域の測定点（計2086点）を示す

1 1’

(
mG
al
)

陸海

0 4km

2 2’

(
mG
al
)

陸海

航空重力測定結果
（ブーゲー異常 仮定密度：2,670kg/m3）

航空重力測定結果
敷地近傍のブーゲー異常図（左図）の値

使用航空機：ヘリコプター ベル412型（JA9616）
重力測定システム：FGA-1
飛行高度：2,000フィート（約600m）
飛行速度：90ノット（約160km/h）
計測：2006年3月

航空重力測定 仕様

凡例

・航空重力測定結果によれば，海岸線付近に重力異常急変部
は認められず，敷地近傍のブーゲー異常図（金沢大学・当社
作成）は沿岸部においても信頼性を有することを確認した。

5km

志賀原子力発電所

1 1’

仮定密度：2,670kg/m3 コンター間隔：1mGal

船上重力測線
（上嶋ほか（2007）に基づく）

航空重力測線（当社）

2 2’
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敷地前面調査海域の地質
(P.46で既述）

敷地近傍海域における詳細な評価

音波探査記録の記録パターンからの
年代特定【P.66,67】

海上ボーリング調査
【P.68～70】

陸上ボーリング調査

【P.68,71～73】

 水深約140m以浅の大陸棚のほとんどの海
域に分布

 沖合いに向かって薄くなる楔状の地層

 年代測定結果
・貝類及びウニ殻の14C年代値

⇒BC247～AD1844（CoreA～E） （池原ほ
か，2007）

760±40～
9,920±40yBP

（貝殻の14Ｃ年代値）

1,440±30～
9,190±60yBP

（木炭の
14Ｃ年代値）

大陸棚外縁部において，A層に覆われるプロ
グラデーションパターンが認められる

大陸棚外縁部において，B2層のプログラデー
ションパターンにオンラップするパターンが認
められる

年代測定結果
・木片の14C年代値⇒ 32,000y.B.P(st4)
・貝化石のESR年代値 ⇒ 22,000y.B.P(st8)，

84,000y.B.P(st24)
・火山灰分析 ⇒ KKｔテフラ（33万～34万年
前）

分布深度，層相，海
水準変動曲線等を考
慮すると，下末吉期
（ステージ5e）の堆積
物と推定

－

－
Kkｔテフラ

（33万～34万年前）

 大陸棚外縁部においてプログラデーション
パターンが認められる

 年代測定結果

・貝化石のESR年代値 ⇒ 235,000y.B.P(st36)
（採取位置付近までB1層が分布し，その年
代を測定している可能性もあることから，参
考値として扱う）

地質年代 地質層序

第
四
紀

完
新
世A層

更
新
世

後
期

B1

層

B1U

層

中
期

B1L

層

B2層
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1.4.1（3）敷地近傍海域の地質の年代に関する調査 －概要－
■敷地前面調査海域の地質の年代に関する調査については，1.3.1（3）で述べたとおりであるが，敷地近傍海域については，高分解能音波探査記録の記録パターン

からの年代特定，ボーリング調査結果から，海底下浅部の地質についてより詳細な評価を行っている。
■これらの評価の概要を下表に示す。

・B1層内に浸食面が認められ，それを
境に上下で記録パターンが異なる。

・分布深度，記録パターンから推定さ
れる堆積構造，海水準変動曲線等
を考慮すると，B1Ｕ/B1Ｌ層境界は，ス
テージ6の侵食面に対比される｡

位置図

高分解能音波探査測線※

海上ボーリング調査実施地点

陸上ボーリング調査実施地点

・不整合面 最終氷期(ステージ2)の侵食面

・不整合面

・天然ガス鉱業会・大陸棚石油開発協会
（1992）及び片山・池原（2001）の試錐結果
から，B1／B2層境界は中期更新世におけ
る海水準低下期に対応

中期更新世における
海水準低下期の侵食面

・B1層は，記録パターンや年代測定，試錐結果から中期更新世～後期更新世の地層（P.46で既述）と判断しており，敷地近傍海域
では，高分解能音波探査記録により更にB1U層とB1L層に細区分される。

・B1U層は，年代値を明確に特定できなかったものの，最終間氷期の堆積物を含む地層と推定される。
・B1L層は，Kktテフラを挟在することから，中期更新世の堆積物であることが確認された。

最終氷期以降の堆積物

凡 例

※ マルチチャンネルブーマー
及び360Jスパーカー

⇒B1Ｕ層では年代値を明確に特定で
きなかったものの，下記より最終間
氷期の堆積物を含む地層と判断



A

B1U

D2層B2

B3

10 128

E→←W

6

B1L

北陸電力ブーマー（№7.5Ｕ）

1：6

B1U層の記録パターン
海底面に平行でほぼ水平な成層パターンを示し，その
直下に海進期の堆積物と考えられるオンラップパターン
（ ）が識別される。

B1Ｌ層の記録パターン
侵食面直上のやや乱れたパターンが多い

・高分解能な音波探査記録を丹念に解析すると，敷地近傍の海域のB１層は，記録パターンにより上部のB1Ｕ層と
下部のB1Ｌ層に区分される。

・B1Ｕ層には，海水準が安定した海底下で堆積したものと考えられる水平パターンが認められ，その直下に海進
期の堆積物と考えられるオンラップパターンが識別される。

・B1Ｕ層の水平パターンは敷地近傍の海域のほぼ全域で確認される。
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■敷地近傍海域を含む沿岸域で実施した高分解能音波探査記録から，海底下浅部（特にB1層）について詳細に記録パターンの解析を行った。

B1

・高分解能な音波探査記録により，B1層はB1U層とB1L層に細区分される。

位置図

№7.5Ｕ

B1Ｕ層上部の水平層が確認される範囲

B1Ｕ層下部の海進層が確認される範囲

右図記録範囲
0 5km

1.4.1（3）敷地近傍海域の地質の年代に関する調査 －B1層の細区分－



A

B1U

D2層
B2

B3

10 128

E→←W

6

B1L

1：6

海進期の堆積物と考えられるオンラップパターン

(小池･町田（2001）に一部加筆）

更

新

世

中

期

※池原ほか（2007）によれば，海進面は水深約35ｍ以浅で形成されることから，それに連続して形成された水平層が堆積し
た時期の水深は約35ｍ以上であったものと考えられる。

北陸電力ブーマー（№7.5Ｕ）

B１L層（B１層）/B２層境界は中
期更新世における海水準低
下期の侵食面

-25m

B１U/B１Ｌ層境界は
ステージ6の侵食面

A/B１Ｕ層境界は最終氷期
（ステージ2）の侵食面

水平層

・分布深度，記録パターンから推定される堆積構造，海水準変動曲線等を考慮すると，B1U/B1L層境界は，
ステージ6の侵食面に対比され，B1U層はそれに続く最終間氷期の堆積物を含む地層と判断される。

海水準変動曲線との対比

25m
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・B1U層の水平パターンは敷地近傍海
域のほぼ全域で確認される。

・B1U層下部の海進層は，標高約-25ｍにまで分布することから，堆積時の海水準は標高約-25ｍ以上であったと考えられる。

・B1U層上部の水平層は，海水準が安定した静穏な海底で堆積したものと考えられ，海進層が形成された海進期から高海水
準期にかけて連続的に堆積したことが推定される。※

・以上のことから，海水準変動曲線（小池・町田，2001）を考慮すると，B1U層は少なくともステージ6から5の海進期から高海
水準期にかけて堆積したものと判断される。

■B1U層，B1L層の記録パターンから年代評価を行った。

1.4.1（3）敷地近傍海域の地質の年代に関する調査 －海水準変動曲線から見たB1U層の年代－



・本数：9本
・掘進長：計250ｍ
・掘削径φ86mm（オールコア）
・掘進方向：鉛直

調査位置図

志賀原子力発電所

5km0

拡大位置図(高浜地区）

右拡大範囲

海上ボーリング調査 陸上ボーリング調査

・本数：1本
・掘進長：44ｍ
・掘削径φ86mm（オールコア）
・掘進方向：鉛直

高浜地区

2km0
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■敷地近傍海域の地質の年代評価を目的として，海上ボーリング調査を実施した（P.69,70参照）。
■さらに，陸域と海域の地質の関係を把握する目的として，沿岸域まで海域の堆積層が分布している高浜地区において陸上ボーリング調査を実施した（P.71～73参照）。

1.4.1（3）敷地近傍海域の地質の年代に関する調査 －海上及び陸上ボーリング調査－



※この図面は，原子力安全・保安院の海上音波探査の記録（NI-10BM測線）
を北陸電力が独自に解析・作成したものである。

・ユニットⅠ（完新統）は，海域層序のA層に対比される。

・ユニットⅡ（更新統）は，海域層序のB層に対比される。

・なお，ユニットⅡの ⅰ層（ステージ5eと推定）は海域層序のB1U層
ⅱ層は海域層序のB1Ｌ層
ⅲ・ⅳ・ⅴ層は海域層序のB2層

にそれぞれ対比されるものと考えられる。

・ボーリングコアの詳細データを次頁に示す。

※○層～●層の場合は粒度の粗い方の凡例を使用している

位置図

志賀原子力
発電所

海上Ｂｒ実施地点
NI-10BM

記録掲載範囲

E→←W

100

50

0（ｍ）

海上ボーリング調査実施地点

SP1000

A

B１Ｕ

B１Ｌ

B２

B３

D1

ⅰ
ユ
ニ
ッ
ト
Ⅱ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

Ⅴ

柱状図及び音波探査記録

ユ
ニ
ッ
ト
Ⅰ

（
完
新
統
）

（
更
新
統
）

石油開発公団
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■原子力安全・保安院によるNI-10測線上で海上ボーリング調査を実施した。

1.4.1（3）敷地近傍海域の地質の年代に関する調査 －海上ボーリング調査結果①－

深度変換にはエアガン・マルチチャンネル音波探査記録
（石油開発公団実施）を用いた



完

新

統

ⅰ

更

新

統

ⅱ

ⅲ

ⅳ

Ⅴ

標高
（EL -）

深度 堆積
ユニット 柱状図 層相 コア観察結果

堆積
環境

14C年代(yBP) 火山灰分析
火山ガラス(BW)含有量（/3000）)

色調 重鉱物組成 密度分布

波
浪
や
沿
岸
流
の
影
響
が
小
さ
い
や
や
沖
合
の
海
域

波
浪
や
沿
岸
流
の
影
響
が
小
さ
い

や
や
沖
合
の
海
域

浅
海
域
又
は

汽
水
域

波
浪
や
沿
岸
流
の
影
響
を

受
け
る
浅
海
域

汽
水
域

（内
湾
・潟
湖
）

陸
域

（淡
水
域
・汽
水
域
）

・黒雲母
の割合大

・その他鉱物
の割合大

その他鉱物
の割合大

粘
土
層
以
下
の
互
層

細
～
中
粒
砂
層

互
層

※0～27.2ｍはケーシングを
挿入した状態で測定

・シルト分を含む極細粒砂が主体
・無層理であり，生物擾乱を受け
ている

・細～中粒砂が主体

・水平層理や斜交層理が発達

・シルト，細～粗粒砂，砂礫が数
10cm間隔で互層する

・水平な層理が認められる
・細粒砂層では，生物擾乱を受け
ている

・粘土及び腐植物が混じるシルト，
極細～粗粒砂の互層が主として
分布

・上位で海成を示唆する生痕化石
や生物擾乱が認められる

・下位で陸成を示唆する植物根化
石や木片化石が認められる

極
細
～
細
粒
砂
層

•極細～細粒砂が主体
•還元色を呈す

（オリーブ灰～オリーブ黒色）
•貝殻を含む
•無層理であり，生物擾乱を受け
ている

•基底に砂礫層が認められる
•全体として下位で粗粒化の傾向

海水準変動曲線
(小池･町田（2001）に一部加筆）

還
元
色
を
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し
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，
堆
積
時
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色
調
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ま
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状
態
と
推
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水
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化
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て
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な
い
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化
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し
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お
り
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離
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等
に
よ
る
風
化
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影
響
を
受
け
て
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・斜方輝石
の割合大

・不透明鉱物
の割合大

角閃石の
割合大

ユ
ニ
ッ
ト
Ⅰ

ユ
ニ
ッ
ト
Ⅱ

色調の
急激な変化

色調の
急激な変化

還
元
色
を
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し
て
お
り
，
堆
積
時
の
色
調
を
保

持
し
た
ま
ま
の
状
態
と
推
定
（上
部
の
粘
土
層

が
遮
水
層
と
な
り
，
風
化
の
影
響
を
排
除
）

鉱物組成の
急激な変化

鉱物組成の
急激な変化

鉱物組成
の変化

・低密度が連続
・密度分布の大
局的な傾斜変
換部

・下位は上位より顕著な酸化色を
呈し，締りもよく，シルト分が少
なくなる傾向

色調
の

変化

シ
ル
ト
分
を
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む

極
細
粒
砂
層

・明
瞭
な
不
整
合
面
の
上
部
に
堆
積

・風
化
の
影
響
が
見
ら
れ
な
い

・約
１
万
年
以
降
の
年
代
値

最終氷期の
侵食面

地質年代評価

・
各
種
分
析
結
果
か
ら
，
複
数
の
堆
積
環
境
の
変
化
を
経
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
（具
体
的
な
年
代
は
不
明
）。

・
北
陸
地
方
に
広
く
分
布
す
る
大
桑
層
（下
部
更
新
統
）
の
よ
う
な
寒
流
系
の
貝
化
石
を
含
む
砂
層
は
見
ら
れ
な
い
。

明瞭な不整合面

検

出

さ

れ

た

火

山

ガ

ラ

ス

は

非

常

に

少

な

く

，

降

灰

層

準

は

認

め

ら

れ

な

い

ⅰ層の標高

ⅰ層の標高＋
波浪作用限界水深（20ｍ＊）

色調に幅
がある区間

海
水
準
が
安
定

し
た
静
穏
な
海

底
で
堆
積
し
，

そ
の
後
離
水
し

風
化
を
受
け
た

も
の
と
推
定

※○層～●層の場合は粒度の粗い方の凡例を使用している

柱状図凡例

14Ｃ年代分析用
試料採取位置

＊静穏時の波浪の作用によっ
て海底堆積物が動かされる
最大の水深（斎藤，1988）。
なお，暴風時の波浪作用限
界水深は約60ｍとされている。

760±40～9,920±40yBP
（ユニットⅠ層に含まれる貝
殻の14Ｃ年代値貝殻の14Ｃ年
代値）
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・ユニットⅠ層に含まれる貝殻の14Ｃ年代値（760±40～9,920±40yBP）から，ユニットⅠ層は完新世の堆積
物であると判断される。

・ユニットⅡのⅰ層の分布深度，層相，海水準変動曲線等を考慮すると，ユニットⅡのⅰ層は下末吉期（ス
テージ5e）の堆積物と推定される。

1.4.1（3）敷地近傍海域の地質の年代に関する調査 －海上ボーリング調査結果②－



ユニット④

ユニット⑤

ユニット⑥

ユニット①

ユニット②

ユニット③

1km0

位置図

Ｋkｔテフラ（33万～34万年前）
（ユニット④層に含まれる火山灰）※

1,440±30～9,190±60yBP
（ユニット②層に含まれる木炭の
14Ｃ年代値）

断面線

柱状図及び年代分析結果（H:V=1:5）

年代

凡例

14C年代測定（yBP）

火山灰名
AT：2.6万～2.9万年前
K-Tz：9.5万年前
Kkt：33万～34万年前

テフラの年代（町田・新井，2003）

標高
（m）

標高
（m）
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■陸域と海域の地質層序の関係を把握する目的で，沿岸域まで海域の堆積層が分布している高浜地区において陸上ボーリング調査を実施した。

・ユニット②層に含まれる木炭の14Ｃ年代値（1,440±30～9,190±60yBP）から，ユニット
②層は完新世の堆積物であると判断される。

・ユニット④層に含まれる火山灰（Ｋkｔテフラ：33万～34万年前）から，ユニット④層は中
期更新世の堆積物と判断される。

1.4.1（3）敷地近傍海域の地質の年代に関する調査 －陸上ボーリング調査結果①－

※火山ガラスの主成分分析結果については，
データ集8を参照



ユニット④

ユニット⑤

ユニット⑥

ユニット①

ユニット②

ユニット③

A

D1

C2

B2

B1L

Ｈ：Ｖ＝1：６

500ｍ 海域と陸域の地質層序

北陸電力ブーマー
(No.11B)

1：6

33

断面線

位置図
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沿岸域まで高分解能な音波探査を実施した高浜地区において，海域と陸域の地層の連続性を検討した結果，

・ユニット②（完新世の堆積物と判断）は，海域層序のA層に連続するものと考えられる。

・ユニット④（中期更新世の堆積物と判断）は，海域層序のB1L層に連続するものと考えられる。

・ユニット⑤は，海域層序のB2層に連続するものと考えられる。

・ユニット⑥は，海域層序のD1層に連続するものと考えられる。

No.11B

Ｋkｔテフラ（33万～34万年前）
（ユニット④層に含まれる火山灰）

■陸上ボーリング調査結果より確認された地質層序と沿岸域付近まで実施した音波探査記録の地質層序を対比した。

1.4.1（3）敷地近傍海域の地質の年代に関する調査 －陸上ボーリング調査結果②－

海域← →陸域

D2
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下段に続く

No.8.5・S

No.11B

No.107.5-1・S

B1L層基底

・B1L層の基底は，陸上ボーリング調査を実施した高浜地区から敷地前面まで連続しており，敷地前面の
B1Ｌ層についても中期更新世の堆積物と判断される。

■高浜地区において中期更新世の堆積物であると判断したB1Ｌ層について，敷地前面でも同様な年代評価が適用できるのかを確認するため，その基底の連続
性を検討した。

①②

②③

E→←W

No.107.5-1・S

S→←N

S→←N

④④

E→←W

③

1.4.1（3）敷地近傍海域の地質の年代に関する調査 －陸上ボーリング調査結果③－

P.72 下図音波探査記録範囲
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敷地を中心とする
半径5km範囲

（敷地近傍陸域）

既存文献の調査

全ての「断層及びリニアメント」

変動地形学的調査
（空中写真判読）

全ての「リニアメント・変動地形
（変動地形の可能性がある地形）」

詳細調査

後期更新世以降の活動が
否定できない断層

≪抽出≫ ≪調査・評価≫

・敷地を中心とする半径5km範囲（陸域）： 文献調査により抽出された全ての「断層及びリニアメント」並びに変動地形学的調査により抽出された全ての
「リニアメント・変動地形」について詳細調査を実施し，活動性及び連続性を評価した。

・敷地を中心とする半径5km範囲（海域）： 文献調査により抽出された全ての「断層等」並びに海上音波探査により抽出された全ての「音響基盤（D2層）
以浅に認められる断層等」について音波探査記録の解析を実施し，活動性及び連続性を評価した。

1.4.2（1）活断層調査フロー

活断層P.76参照

・福浦断層

P.77参照

P.80,81参照（評価結果を記載）

敷地を中心とする
半径5km範囲

（敷地近傍海域）

既存文献の調査

全ての「断層等」

海上音波探査

全ての「音響基盤（D2層）以浅に認め
られる断層等」

音波探査記録の解析

後期更新世以降の活動が
否定できない断層

P.76参照

・兜岩沖断層
・碁盤島沖断層

P.78,79参照

活断層

P.80,81参照（評価結果を記載）

変動地形学的調査
・詳細地形判読
・航空レーザ計測

地質調査
・地表踏査
・表土はぎ調査
・トレンチ調査
・ボーリング調査

地球物理学的調査
・反射法地震探査
・重力探査
・地中レーダ探査

詳細調査項目

■敷地近傍陸域及び海域のそれぞれについて，以下のフローに沿った活断層調査を実施した。

≪敷地からの距離≫

P.78,79参照



「新編 日本の活断層」

活断層研究会(1991）に一部加筆

「活断層詳細デジタルマップ」

中田・今泉（2002）に一部加筆

５ｋｍ

凡 例

76

推定活断層

凡 例

志賀原子力発電所

５ｋｍ

志賀原子力発電所

福
浦
断
層

福
浦
断
層

長
田
付
近
の
断
層

和光台南の断層

高ツボリ山東方
リニアメント

高ツボリ山北西方Ⅱ
リニアメント

高ツボリ山北西方Ⅰ
リニアメント

1.4.2（2）文献調査による断層
■敷地近傍の活断層に関する文献を調査した。そのうち，主な文献を下図に示す。

・活断層研究会（1991）は，敷地近傍陸域に福浦
断層，長田付近の断層，和光台南の断層及び確
実度Ⅲのリニアメントを図示している。

・中田・今泉（2002）は，福浦断層を推定活断層と
して図示している。

・渡辺ほか（2015）は，敷地近傍海域における兜岩
沖断層～富来川南岸断層の連続性について，図
示していないものの本文中で指摘している。
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この図は，国土地理院発行(S43)の2万5千分の１旧版地形
図（富来・中島・能登福浦・能登高浜）を使用したものである。

■敷地近傍のリニアメント・変動地形の判読結果を下図に示す。

志賀原子力
発電所

敷地近傍陸域の段丘面分布図

1.4.2（3）リニアメント・変動地形 －リニアメント・変動地形分布図－



・敷地近傍海域においては，発電所西方に西落ちの兜
岩沖断層が認められる。また，発電所北西方には，南
落ちの碁盤島沖断層が認められる。

・いずれの断層も後期更新世の堆積物と推定されるB1U

層以上には変位，変形が認められない。

78

敷地近傍海域の断層位置図

B1Ｕ層以上に変位，変形が認められない

1.4.2（4）海上音波探査による断層 －敷地近傍海域 ①－
■敷地近傍海域において，当社及び他機関実施の音波探査記録から推定した断層の位置及び設置変更許可申請時（平成26年8月）の評価について下記に示す。

凡 例

志賀原子力発電所



・兜岩沖断層，碁盤島沖断層については，B1L層に変位，
変形の可能性が否定できないことから，後期更新世以
降の活動が否定できない断層として評価した。

・なお，兜岩沖断層～富来川南岸断層間の海底におい
て，音響基盤（D2層）以浅に断層は認められない（音波
探査記録については，データ集9を参照）。

79

敷地近傍海域の断層位置図

B1L層に変位，変形の可能性が否定できない

■敷地近傍海域のB1U層は，音波探査記録の記録パターンやボーリング調査結果から後期更新世の堆積物と推定されるものの，B1U層の年代値を明確に特定すること
ができなかった。そのため，B1U層の下位のB1L層（33万～34万年前のKktテフラを挟在する中期更新世の地層に対比）を用いて，敷地近傍海域の兜岩沖断層，碁盤
島沖断層の活動性評価を行った。

凡 例

志賀原子力発電所

1.4.2（4）海上音波探査による断層 －敷地近傍海域 ②－
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・福浦断層，兜岩沖断層，碁盤島沖断層について，後期更新世以降
の活動が否定できない断層として評価した。

1.4.2（5）断層評価 －敷地近傍の断層位置図－

赤字：後期更新世以降の活動が否定できない断層

■敷地近傍において，文献調査及び変動地形学的調査等により抽出された断層等の位置を下図に示す。

③和光台南の断層

⑥高ツボリ山東方
リニアメント

⑤高ツボリ山北西方Ⅱ
リニアメント

④高ツボリ山北西方Ⅰ
リニアメント

敷地近傍の断層位置図
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※1：空中写真による （*：文献の表に示された長さ，**：文献から図読した長さ）

※2：音波探査記録による

1.4.2（5）断層評価 －敷地近傍の評価一覧表－

赤字：後期更新世以降の活動が否定できない断層

■敷地近傍の断層評価結果を下表に示す。

No. 名称 長さ※１ リニアメント・
変動地形

地形，地質調査 評価

① 福浦断層 約2.7km LB～LD

・東側低下の直線状の崖，西側に撓み

状の地形等が認められる。

・南部区間で確認された断層については，

下末吉期を経て赤色土壌化した地層の

基底が変形を受けている可能性がある。

後期更新世以

降の活動が否

定できない。

② 長田付近の断層 約2.5km LD

・断続的な急崖・鞍部，直線状の谷が認

められる。

・リニアメント・変動地形として判読した鞍

部を横断して，穴水累層及び草木互層

の露頭が連続して分布し，そこに断層

は認められない。

対応する断層

は認められない。

③ 和光台南の断層 2km*
判読

されない

・空中写真及び航空レーザ計測による高

解像度の地形データによれば，高位段

丘面に高度差は認められない。

・断層の推定位置の沢部には穴水累層

の安山岩等が分布し，そこに断層は認

められない。

高位段丘面に

高度差がなく，

後期更新世以

降の活動は認

められない。

④
高ツボリ山北西方

Ⅰリニアメント
約0.5km**

判読

されない

・リニアメントは高位段丘Ⅲ面とⅣ面の

間の段丘崖にあたる。

・リニアメント推定位置を横断する沢部に

穴水累層の安山岩等が広範囲に連続

して分布し，そこに断層は認められない。

対応する断層

は認められない。

⑤
高ツボリ山北西方

Ⅱリニアメント
約0.7km**

判読

されない

・空中写真及び航空レーザ計測による高

解像度の地形データによれば，高位段

丘面に高度差は認められない。

高位段丘面に

高度差がなく，

後期更新世以

降の活動は認

められない。

⑥
高ツボリ山東方

リニアメント
約4.3km**

判読

されない

・空中写真及び航空レーザ計測による高

解像度の地形データによれば，高位段

丘面に高度差は認められない。

・リニアメント推定位置の沢部に沿って穴

水累層の安山岩質火砕岩が連続的に

分布し，そこに断層は認められない。

高位段丘面に

高度差がなく，

後期更新世以

降の活動は認

められない。

No. 名称

調査結果

評価
長さ※2 変位，変形の可能性が

否定できない最上位層
変位，変形して

いない地層

⑦ 兜岩沖断層 約3.0km Ｂ１Ｌ層
Ｂ１Ｕ層
A層

B1L層に変位，変形の可能性が
否定できないことから，後期更
新世以降の活動が否定できな
い。

⑧ 碁盤島沖断層 約4.5km Ｂ１Ｌ層
Ｂ１Ｕ層
A層

B1L層に変位，変形の可能性が
否定できないことから，後期更
新世以降の活動が否定できな
い。
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断層名 断層長さＬ

陸
域

(1) 邑知潟南縁断層帯 約34 km 

(2) 坪山－八野断層 約10 km 

(3) 眉丈山第2断層 約19 km 

(4) 酒見断層 約9.1 km 

(5) 富来川断層 約3.0 km 

(6) 能登島半の浦断層帯 約10 km 

(7) 能都断層帯 約20 km 

(8) 跡津川断層帯 約69 km 

(9) 牛首断層 約56 km 

(10) 御母衣断層 約70 km 

(11) 糸魚川－静岡構造線活断層系 約158 km

(12) 魚津断層帯及び能登半島東方沖 約117 km

海
域

(13) 笹波沖断層帯（東部） 約21 km 

(14) 笹波沖断層帯（西部） 約25 km 

(15) 海士岬沖断層帯 約18 km 

(16) 前ノ瀬東方断層帯 約30 km 

(17) 羽咋沖西撓曲 約23 km 

(18) 羽咋沖東撓曲 約34 km 

(19) 富山湾西側海域断層 約22 km 

(20) 富山湾西側海域の断層（北部） 約7.0km

(21) 猿山岬北方沖断層 約43 km 

(22) 能登半島北部沿岸域断層帯 約96 km 

近
傍

(23) 福浦断層 約2.7 km

(24) 兜岩沖断層 約3.0 km

(25) 碁盤島沖断層 約4.5 km

■敷地周辺陸域，海域及び近傍で実施した調査結果を踏まえ，後期更新世以降（約12万～13万年前以降）の活動が否定できない断層等として評価したものを
以下に示す。

(10)
(8)

(12)

(11)

(9)

(23)

(3)

(1)

(2)

(4)

(5)

(6)

(7)

(13)

(14)

(15)

(18)

(17)

(16)

(21)

(22)

(19)

1.5 断層評価一覧 －敷地周辺陸域，海域及び近傍の活断層－

(24)

(25)

(20)
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【まとめ】

2.1 概要

中位段丘Ⅰ面の高度分布の調査と変位・変形の形成要因の解明
【検討目的】

【検討内容】

沖積段丘面を含む海岸地形の高度分布の調査と形成要因の解明

能登半島の中位段丘Ⅰ面
・標高20～120m（北上がりの傾動）
→ 活断層による累積的な隆起

2007年地震の震源域の中位段丘Ⅰ面

・標高20～60m（北上がりの傾動）
→ 活断層による累積的な隆起

2007年地震の震源域の海岸地形
・標高2～5m（鉛直方向に幅広く分布）
→ 地震性隆起の繰り返し

能登半島の中位段丘Ⅰ面の分布

■項目

・中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高※1

の計測
・活断層による累積的な上下変位と
の関係の検討

■項目
・波食ノッチの高度計測
・沖積段丘面の高度計測
・潮間帯生物遺骸化石の高度
計測，年代測定

・海水準変動の復元

■結果 ■結果

【P.88】

【P.97～105】【P.90～95】

敷地付近の中位段丘Ⅰ面

・標高20～30m（傾動が認められない）
→ 能登半島全域における下限値である

ことから，非地震性の広域変動量に海
面変化量を加えたものと考えられる。

敷地付近の海岸地形
・標高2m（一定標高に集中）
→ AD800以前の海面安定期に形成され，

その後の連続的な海面低下により離
水したと考えられる。

※1 段丘面の内陸側の傾斜変換点の標高

志賀原子力発電所

2007年能登半島
地震※2（M6.9）

2007年地震
の震源域

敷地付近

100m

120m
80m

63m

57m

40m

23m

40m

24m

22m

26m

60m

97m

※2 「2007年地震」と略する

・能登半島の中位段丘Ⅰ面の高度分布に関する検討の結果，分布が高い地
域では活断層による累積的な隆起や傾動が認められる。

・敷地付近の中位段丘Ⅰ面の高度分布に関する検討の結果，活断層による
累積的な隆起や傾動の痕跡は認められない。

・2007年地震の震源域の海岸地形の詳細な高度分布に関する検討の結
果，地震性隆起の繰り返しが認められる。

・敷地付近の海岸地形の詳細な高度分布に関する検討の結果，沿岸域
において，2007年地震規模の地震性隆起の痕跡は認められない。

【P.88】

86

（凡例）

中位段丘Ⅰ面

段丘面内縁標高40m
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2.2 検討背景と目的

能登半島の海成段丘の分布（町田ほか（2006）を一部修正）

A

能登半島西岸域では，完新世段丘及び離水ベンチの存在から，
地震性隆起が推定されている。

段丘面に現れている傾動等の広域的な変位・変形の状況を確認
し，形成要因（活断層との関係）を解明する。

地震性隆起を示唆する海岸地形の状況を確認し，形成要因（活
断層との関係）を解明する。

＜海成段丘面＞ ＜海岸地形＞

能登半島全体では，海成段丘が広く発達し，半島全体及び各地
塊ごとの傾動（北高南低）が推定されている。

88

志賀原子力
発電所

B

（完新世段丘面）

（離水ベンチ）

志賀原子力
発電所

能登半島西岸域における完新世段丘面及び離水ベンチの分布
（渡辺ほか（2015）に一部加筆）
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2.3（1）検討方法 －能登半島の海成段丘面－

中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高と旧汀線高度

■能登半島全体における段丘面の広域的な変位・変形の検討のため，段丘面分布図を作成した。作成にあたっては，文献※1を踏まえ，空中写真判読，航空レーザ計
測※2により取得した詳細な地形データ及び地質調査結果を用いた。
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30m

（25m）

段丘面高度調査地点

段丘面内縁標高

旧汀線高度※

凡例

※ 旧汀線高度調査の詳細については，
データ集10を参照

・広域的な段丘面の変位・変形の検討のため，中位段丘Ⅰ面の高
度分布を調査する。

・能登半島に分布する海成段丘面のうち，中位段丘Ⅰ面は，半島全域にわ
たって広く分布し，また他の段丘面に比べて面の広がりや連続性がよい
ため，段丘面対比の確実性が高い。

・中位段丘Ⅰ面は，テフラ等の調査により，ステージ5eに対応づけられる。
（1.2.1(3) 参照）

能登半島の段丘面区分図

※1：主な文献については，データ集1を参照
※2：航空レーザ計測の仕様については，データ集2を参照



基盤岩

被覆層

中位段丘Ⅰ面

海成堆積物
（場所により厚さは変化し，
皆無の場合もある）

段丘面内縁標高

旧汀線高度土壌
崖錐堆積物
小河川堆積物
湿地性堆積物

人工改変土

2.3（1）検討方法 －中位段丘Ⅰ面の高度の指標について－

中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高と旧汀線高度

■中位段丘Ⅰ面の高度分布の調査のため，それに用いる高度の指標に関する検討を行った。
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中位段丘Ⅰ面の模式断面図

・中位段丘Ⅰ面の高度の指標は，地形の内陸側の傾斜変換点の
標高（段丘面内縁標高）と，同地点付近の人工改変土・被覆層を
除いた標高（旧汀線高度）がある。

・段丘面内縁標高と旧汀線高度の差は3m程度である。この値は，
能登半島の段丘面の分布高度の幅（標高約20～120m）と比べる
と小さい。

・中位段丘Ⅰ面の傾斜変換点（段丘面内縁標高）は地形で明瞭に
確認・計測でき，広範囲にわたる連続的な追跡が可能。

・文献でも段丘面内縁標高は能登半島の段丘面高度を示す指標と
して使われている。

・広域的な中位段丘Ⅰ面の高度分布を検討するための指標として，
段丘面内縁標高を用いる。

30m

（25m）

段丘面高度調査地点

段丘面内縁標高

旧汀線高度※

凡例

※ 旧汀線高度調査の詳細については，
データ集10を参照

当社による調査結果



2.3（2）中位段丘Ⅰ面の分布と地震性隆起の関係 －能登半島全域－

笹波沖断層帯（東部） 能都断層帯

富山湾西側海域断層

輪島沖セグメント 珠洲沖セグメント

志賀原子力発電所

志賀原子力
発電所

Ⓐ Ⓑ Ⓒ Ⓓ Ⓔ Ⓕ Ⓖ Ⓗ Ⓘ Ⓙ

Ⓛ

Ⓓ

Ⓔ

Ⓕ

Ⓖ

Ⓗ

Ⓘ

Ⓚ Ⓛ

Ⓙ

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

猿山沖セグメント

※1

※2

2007（M6.9）

1729（M6.6－7.0）

中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高

歴史地震による海岸線の隆起量

白米坂断層

Ⓜ Ⓝ

Ⓜ

Ⓝ

中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高及び歴史地震隆起量

能登半島の中位段丘Ⅰ面及び活断層の分布

※1： 2007年能登半島地震の隆起量（浜田ほか，2007）
※2： 1729年能登・佐渡の地震の推定隆起量（Hamada et al.，2016）

隆起量の詳細については，データ集1を参照

活断層
活断層（矢印は傾斜方向）

（凡 例）

中位段丘Ⅰ面

滝ノ坊断層

中位段丘Ⅰ面の分布高度に影響を
及ぼしていると考えられる活断層
※は井上ほか（2010）による

上記以外の活断層

段丘面高度調査位置

・段丘面内縁標高は，標高約20～120mに分布する。

・段丘面内縁標高は，半島北部（Ⓑ～Ⓘ付近）では高いが，敷地付近（Ⓐ～
Ⓑ付近）や七尾湾周辺の大部分（Ⓘ～Ⓙ付近）では低く，半島全体として
南下がりの傾向を示す。

・段丘面内縁標高の分布が高い地域（Ⓑ～Ⓘ付近）では，沿岸域に活断層
が分布し，そのうち歴史地震による海岸線の隆起が確認されている地域
（Ⓑ～Ⓒ付近，Ⓓ～Ⓔ付近）において，地震による隆起量と段丘面内縁標
高の分布パターンは調和的である。
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当該地域の詳細は次頁に示す

■能登半島全域における中位段丘Ⅰ面の高度分布と地震性隆起の関係について検討を実施した。

・能登半島で認められる比較的波長の短い中位段丘Ⅰ面の変形につい
て，太田ほか（1979）は数個の小地塊の傾動※として説明している。これに
ついては，歴史地震による海岸線の隆起量と段丘面の高度分布のパター
ンの一致を踏まえると，沿岸域に分布する活断層の累積的な隆起を反映
したものと考えられる。

・一方で敷地付近や七尾湾周辺の大部分では，活断層による累積的な変
位は認められない。

中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高

能登半島全域における段丘面内縁標高の下限値（約20～30m）

（凡 例）

断層による隆起域

滝ノ坊断層※

0

40

80

120

160
(m)

歴史地震による海岸線の隆起量

0

0.2

0.4

0.8

1.0

0.6

Ⓚ
0

40

80

120

160

※ 詳細はデータ集1を参照

海岸線の隆起量が報告されている
歴史地震

上記以外の歴史地震

1933（M6.0）

1896（M5.7）

1892（M6.4）

歴史地震の震央位置

1892（M6.3）



2.3（2）中位段丘Ⅰ面の分布と地震性隆起の関係 －能登半島西岸域－

・2007年地震の震源域では約20～60mに分布し，北上がりの傾動が認められ，活断層（笹波沖断層帯（東部））による
累積的な変位を示唆する。

・敷地付近では約20～30mに分布し，明瞭な傾動は認められない。なお，富来川南岸断層の位置を挟んで，分布高度
は変化しない。
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中位段丘Ⅰ面の高度分布

志賀原子力発電所

5km

標
高

（
m

）

km

【敷地付近】
2007年地震の震源域を除く敷地付近は

標高20～30mに分布し，傾動は認められない

【2007年地震の震源域】
標高20～60mに分布し，

北上がりの傾動が認められる

■能登半島西岸域における中位段丘Ⅰ面の高度分布と地震性隆起の関係について検討を実施した。

志賀原子力
発電所

本地域の海岸線付近に分布
する地形面については，デー
タ集11を参照

【2007年地震の震源域】

志賀原子力
発電所

凡例

能登半島全域にお
ける段丘面内縁標
高の下限値
（約20～30m）

段丘面内縁標高

敷地付近

2007年地震の震源域

NS

赤
神
崎

北
脇
崎

海
士
岬

福
浦
港

安
部
屋

30m

段丘面高度調査地点

段丘面内縁標高

凡例

※ 活断層としている文献もあるが，詳
細調査結果を踏まえて後期更新世
以降の活動が認められないことを
確認している。（P.30 参照）

2007年地震
の震央位置

福浦断層

兜岩沖断層

右図範囲



2.3（2）中位段丘Ⅰ面の分布と地震性隆起の関係 －能登半島中部－

・能登半島中部では，富山湾西側海域断層※の
影響範囲にある能登島東岸及び観音崎付近を
除いて，約20～30mに分布し，顕著な傾動は認
められない。

・よって，能登半島中部における西岸と東岸の比
較からも，敷地付近における沿岸の活断層によ
る明瞭な変形は考えにくい。

・なお，七尾湾周辺は入り組んだ海岸線を呈して
いるが，中位段丘Ⅰ面が標高20m程度に分布
することから，能登半島の西岸と同様に隆起傾
向にあると考えられる。
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■東西方向における段丘面の傾動等の状況を把握するため，能登半島中部において，西岸と東岸における中位段丘Ⅰ面の高度分布の比較を行った。

観音崎

下図投影範囲

30km

中位段丘Ⅰ面の高度分布
志賀原子力発電所

標高20～30mに分布し，傾動は認められない

km

能登半島全域にお
ける段丘面内縁標
高の下限値
（約20～30m）

能登半島中部の中位段丘Ⅰ面の分布

富山湾西側
海域断層※

断層による隆起域

凡例

段丘面内縁標高

富山湾西側海域断層※

の影響範囲

志賀原子力
発電所

30m

段丘面高度調査地点

段丘面内縁標高

凡例

上記を除く範囲

ENEWSW

右図範囲

※能登島東岸の隆起と富山湾西側海域断層との関係については，データ集12を参照



2.3（3）中位段丘Ⅰ面の高度の考え方

能登半島西岸域における中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高と2007年能登半島地震に伴う傾動隆起

・2007年能登半島地震時の不動点付近における中位段丘Ⅰ面の段丘
面内縁標高は，非地震性の広域変動量及び海面変化量であると考え
られる。

cm

2 4 6 8
0

20

40

10km
2007年の地震に伴う傾動隆起

・能登半島全域における段丘面内縁標高の下限値は，非地震性の広域
変動量及び海面変化量であると考えられる。

広域変動（非地震性）及び海面変化
0

120

(m)

能登半島全域における中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高
（P.92の高度分布図を簡略化して表示）

志賀原子力
発電所

＜宮内（2001）による旧汀線高度の成分の検討＞ ＜能登半島への適用＞
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広域的な段丘
面の高度分布
を用いた検討

歴史地震による
傾動隆起を用
いた検討

・東北日本弧北部に広く分布するM1面の旧汀線高度の分布範囲は海抜15～140m
であることから，海面変化量（5±3m）を差し引いた10mが本地域の広域隆起であ
ると考えられる。

・地震時の地殻変動の不動点付近で旧汀線高度が最低値となることから，広域変動
量はその旧汀線高度から海面変化量（当時と現在の海面高度の差）を差し引くこと
によって求められるとされている。

地震性変動

S N

0

80

(m)

広域変動（非地震性）及び海面変化

20

能登半島西岸域
（下図参照）

志賀原子力
発電所

0

■能登半島全域における段丘面内縁標高の下限値（約20～30m）は，沿岸域に分布する活断層の累積的な隆起成分を除いた値である。
■宮内（2001）では，海成段丘面の波状隆起及び傾動隆起を除いた高度を，広域変動量として説明している。これに基づくと，能登半島全域における段丘面内縁標高

の下限値（約20～30m）は，非地震性の広域変動量であると考えられる。

40

80

40

60
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2.4（1）旧汀線の推定方法

＜旧汀線の高さを示すものとして選定した指標＞

・能登半島において，広範囲にわたって分布し，中等潮位の
指標となる潮間帯生物遺骸化石（ヤッコカンザシ遺骸化石）
を，旧汀線の高さの指標として選定し，高度計測及び年代
測定を行った。

・化石群集に高度方向の幅がある場合は，上部と下部から試
料を採取した。

①波食ノッチ
・岩石海岸に分布する微地形のうち，海食洞内の波食ノッチ
は，海面付近で形成され，風化の影響が少なく保存されやす
いことから，旧汀線の高さの指標としての信頼性が最も高い
と考えられる。

・この波食ノッチの高度計測にあたっては，過去の海面の高さ
にほぼ一致すると考えられているもっとも窪んだ点（最大後退
点：日本地形学連合，2017）を対象として行った。

ヤッコカンザシ遺骸化石（琴ヶ浜付近）

沖積段丘面の鳥瞰図（小浦付近）
（DEMデータと空中写真から作成し，標高を3倍に拡大）

離水平坦面沖積段丘面

中位段丘Ⅰ面

1cm

■完新世以降の地震性隆起について検討するため，現在の海岸付近に分布する離水地形や潮間帯生物遺骸化石に着目し，旧汀線の高さ及び形成要因について検
討を行った。

沖積段丘面の模式断面図

基盤岩

旧汀線
高度

沖積段丘面

段丘面
内縁標高

【離水地形】

【潮間帯生物遺骸化石】

ベンチ
ベンチ

②沖積段丘面
・中位段丘Ⅰ面の前面に分布する沖積段丘面については，
人工改変が進んでいることから，旧汀線の高さの指標として
の精度は低いものの，波食ノッチが認められない地点にお
ける補間を目的に，地質調査を行った。

・地表付近に厚さ数mの人工改変土や被覆層が堆積している
ことを踏まえ，それらを取り除き，整形物質である海成層の
上面もしくは波食面（基盤岩上面）を旧汀線高度として，高
度計測を行った。

・なお，沖積段丘面の海側に分布するベンチは，現在の波浪
による影響範囲に含まれることから，旧汀線の指標として用
いない。

波食ノッチ

最大
後退点

海食洞

海食洞内の波食ノッチ（福浦港付近）
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2.4（2） 波食ノッチの分布 －調査手法－

波食ノッチ

水平部 傾斜部

最大
後退点

離水波食
ノッチ

礫質堆積物

（１）地形の認定

・主に，風化の影響が少なく波食ノッチが識別しやすい場所である海食洞
内部の波食ノッチを対象とした。

・差別侵食に由来するものや，塩類風化の影響を強く受けているものを除
いた。

（３）波食ノッチの高さの計測

・GPS測量及びトータルステーション測量により，上記の最大後退点の標
高値を測定した。

（２）波食ノッチの高さの認定

・波食ノッチの一番深くえぐれた部分である最大後退点を，波食ノッチの
高さとして認定した。

・波の駆け上がりを反映してノッチが海食洞の奥方向に傾斜して上がって
いく部分は避けて，水平部の最大後退点を選んだ。

最大後退点

海食洞

最大
後退点

海食洞

海食洞内の波食ノッチ（福浦港付近）

測量写真（福浦港付近）

海食洞内の波食ノッチの模式図
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2.4（2）波食ノッチの分布 －高度分布－
■能登半島西岸域において，波食ノッチの最大後退点の高度分布を調査した。

・波食ノッチの最大後退点の高度は，2007年地震の震源域では2～5ｍ程度まで幅広く分布し，地震性隆起の繰り返しを示唆
する。

・敷地付近では標高約2ｍに集中し，富来川南岸断層の南西部に分布高度の不連続は見られない。

志賀原子力
発電所

5km

10

8

6

4

2

0

標
高

（
ｍ

）

10

8

6

4

2

0

高度分布図

調査位置図

【敷地付近】

2007年地震の震源域を除く敷地付近は
標高約2mに集中

【2007年地震の震源域】
標高2～5m程度まで幅広く分布

【2007年地震の震源域】

●波食ノッチ調査結果の詳細に
ついては，データ集13を参照

志賀原子力
発電所

NS

km

右図範囲

福浦断層

兜岩沖断層

※ 活断層としている文献もあるが，詳
細調査結果を踏まえて後期更新世
以降の活動が認められないことを
確認している。（P.30 参照）

海域の断層



沖積段丘面におけるピット調査の例（小浦付近）

2.4（3）沖積段丘面の分布 －調査手法－

（３）地質断面図の作成・旧汀線高度の認定

・（２）により取得したデータを使い，地質断面図を作成し
た。

・断面図から，人工改変土・被覆層を除いた海成層上面
または波食面（基盤岩上面）の，背後の海食崖付近に
おける高度を読み取り，旧汀線高度とした。

（２）地質調査

・ボーリング及びピット調査により，沖積段丘面下の構成
層を確認した。

（１）地形の認定

・空中写真やDEMデータから作成した赤色立体地図から
地形を読みとり，中位段丘面Ⅰ面の前面の海食崖下に
分布する平坦面で，おもに海成の作用により形成され
たと考えられるものを選定した。

沖積段丘面の鳥瞰図（小浦付近）
（DEMデータと空中写真から作成し，標高を3倍に拡大）

沖積段丘面の赤色立体地図（小浦付近）

基盤岩

海成堆積物

人工改変土

100

＜海成堆積物上面＞

沖積段丘面

中位段丘面

100m

1m

沖積段丘面の地質断面図（上野地点）

沖積段丘面
凡例

被覆層

海成堆積物

ベンチ

ベンチ

堆積物の特徴

構成物 層 相

被

覆

層

崖 錐 堆 積 物 礫～シルト
角～亜角礫主体，基質支持，
淘汰が悪い

小 河 川 堆 積 物 礫～シルト
亜角～亜円礫主体，堆積構造は不明瞭，
淘汰が悪い

湿 地 性 堆 積 物 シルトが主体 有機質で炭化物をしばしば含む

海 成 堆 積 物
礫や砂が主体で，
シルトを含む

亜円～円礫主体で扁平礫を含む，
礫支持，礫の定向配列が認められる，
淘汰が中程度～よい
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2.4（3）沖積段丘面の分布 －高度分布－

・敷地付近の沖積段丘面は，地表面下に人工改変土・被覆層が分布し，旧汀線高度は標高約2mであり，傾動は認められない。

・沖積段丘面の旧汀線高度の分布は，波食ノッチの最大後退点の分布高度と調和的である。

志賀原子力
発電所

地形区分図

沖積段丘面の高度分布図

地表面の傾斜変換点の標高

（P.99参照）

沖積段丘面の段丘面内縁標高

沖積段丘面の旧汀線高度

■能登半島西岸域（敷地付近）において，沖積段丘面の旧汀線高度の分布を調査した。

●沖積段丘面の調査結果の詳細について
は，データ集14を参照

沖積段丘面の高度調査地点

志賀原子力
発電所

右図範囲 5km

【2007年地震の震源域】

福浦断層

兜岩沖断層

10

8

6

4

2

0

標
高

（
ｍ

）

【敷地付近】

2007年地震の震源域を除く敷地付近は
標高約2mに集中

【2007年地震の震源域】

NS

km



2.4（4）潮間帯生物遺骸化石の分布と海水準変動の復元 －調査手法－

（１）化石の認定・採取

・現地調査によりヤッコカンザシ遺骸化石を認定・採取した。化石群
集に高度方向の幅がある場合は，上部と下部から試料を採取した。

（３）年代測定
・試料は分析のため，ドリルで削り，化石の単体を分離した。
・年代を14C年代測定法により測定し，Marine13（Reimer et al., 2013）

を用いて暦年補正※1を行った。
※1 OxCalv4.2較正プログラム（Bronk Ramsey, 2009）を使用し，

ΔR＝－68±20y（佐々木ほか，2015）を用いた。

102

1cm

（２）分布標高の測定
・採取試料の分布高度をGPS測量により測定した。

ヤッコカンザシ遺骸化石写真（琴ヶ浜付近）

測量写真（琴ヶ浜付近）

ヤッコカンザシ遺骸化石写真（巌門付近より採取）



調査位置図
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2.4（4）潮間帯生物遺骸化石の分布と海水準変動の復元 －高度分布－

・潮間帯生物（ヤッコカンザシ）遺骸化石は，
標高0.3～2.6mに分布し，その年代は
BC1000～現世を示す。

・生物遺骸化石の高度分布は2007年地震の
隆起量を含んでいるため，それを差し引いた
上で，生物遺骸化石の分布高度と年代値の
関係を検討した（次頁参照）。生物遺骸化石の高度分布図

（）内は2007年地震の隆起量※1

（単位はm，浜田ほか（2007）による）

凡 例

5km

※3 潮間帯の定義については，データ集16を参照

■能登半島西岸域において，潮間帯生物であるヤッコカンザシの遺骸化石の分布と年代を調査した。

※2 潮間帯生物遺骸化石の調査結果の詳細については，
データ集15を参照

志賀原子力発電所

※1 2007年地震の隆起量の詳細については，データ集1を参照

潮間帯※3

EL0～0.6m

（0.35）
（0.31）

（0.27）

志賀原子力
発電所

NS

km

右図範囲

赤
神
崎

海
士
岬

福
浦
港

上
野

（0.04）

海域の断層
福浦断層

兜岩沖断層

生物遺骸化石の年代値（2σ）※2AD●●

2007年地震の隆起量※1

凡 例

（0.0）
（0.0）（0.0）

（0.0）

（0.0）（0.0）

大
津

百
浦

兜
岩

巌
門

富
来
港

黒
崎

琴
ヶ
浜

鹿
磯

（縦棒は同じ群集であることを示す）



2.4（4）潮間帯生物遺骸化石の分布と海水準変動の復元 －海水準変動－
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潮間帯

EL0～0.6m

生
物

遺
骸

化
石

の
分

布
高

度
（
補

正
値

）
※

2
（
m

）

・AD800以前では，敷地付近全域において，現在の標高約2mに海面があったと考えられる。このことは，先述した敷地付近に分布する波食
ノッチの最大後退点の高度や沖積段丘面の旧汀線高度が，標高約2mで一定であることと調和的である。

・AD500以降の年代値を示す生物遺骸化石については，高密度にデータが取得された。これによると，AD800以降は連続的に海面が低下
しており，潮間帯の幅を超えるような高度分布の不連続は認められない。

生物遺骸化石の分布高度と年代値の関係

暦年※2：実際の分布高度から2007年地震の隆起量
（浜田ほか，2007）を差し引いたもの

連続的な海面低下
（潮間帯の幅を越える不連続なし）

■前頁で示した調査データについて，生物遺骸化石の分布高度（補正値）と年代値の関係をグラフで表し，過去3000年間の海水準の推移※1について検討した。

赤神崎

赤神崎
赤神崎

琴ヶ浜

赤神崎

琴ヶ浜

琴ヶ浜

大津

大津福浦港

福浦港

福浦港

巌門

大津

琴ヶ浜 琴ヶ浜
巌門

琴ヶ浜

琴ヶ浜
大津

福浦港

大津上野

福浦港
巌門

琴ヶ浜

黒崎

兜岩

上野

巌門

百浦

琴ヶ浜

大津

琴ヶ浜

琴ヶ浜

兜岩
百浦

琴ヶ浜

赤神崎
琴ヶ浜

兜岩

黒崎 黒崎

琴ヶ浜

海士岬

琴ヶ浜

海士岬

百浦

大津

上野

琴ヶ浜

琴ヶ浜

敷地付近全域で標高約2mに分布

※1：完新世の海水準変動については，データ集16を参照



2.4（5）敷地付近の波食ノッチ・沖積段丘面の高度の解釈

・潮間帯生物遺骸化石のデータから推定されたAD800以前の海面の高さ（標高2m）は，敷地付近の波食ノッチの最大後退点の高さや沖積段
丘面の旧汀線高度と一致する。
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沖積段丘面

波食ノッチの最大後退点
（標高2m）

旧汀線高度
（標高2m）

現 在

潮間帯生物遺骸化石
（連続的な海面低下
を示す）

2m

0m

AD800以前

波食ノッチの形成

潮間帯生物
群集

海成の平坦面の
形成

人工的な盛土，被覆層

■潮間帯生物遺骸化石を用いて復元した海水準変動から，波食ノッチ及び沖積段丘面の形成要因と形成時期を推定した。

海食洞

海面が連続的に
2m低下

2m

0m

基盤岩
基盤岩

当 時 の 海 面

現 在 の 海 面

・AD800以前に海面安定期※があり，その期間に敷地付近の波食ノッチや沖積段丘面の旧汀線が形成されたと考えられる。
・これらの地形は，AD800以降の海面の連続的な低下により，離水したと考えられる。

※ 完新世の海水準変動については，データ集16を参照

海食洞



106

1. 敷地周辺の地質・地質構造について
1.1 能登半島の地形，地質・地質構造 ・・・・・ 6

（1） 能登半島周辺の地形，地質構造 ・・・・・ 7

（2） 能登半島の地形 ・・・・・ 8

（3） 能登半島の地質 ・・・・・ 9

1.2 敷地周辺陸域 ・・・・・ 10

1.2.1 敷地周辺陸域の地形，地質・地質構造 ・・・・・ 10

（1） 地形 ・・・・・ 11

（2） 地質・地質構造 ・・・・・ 12

（3） 海成段丘面の年代に関する調査 ・・・・・ 16

1.2.2 敷地周辺陸域の活断層調査結果 ・・・・・ 24

（1） 活断層調査フロー ・・・・・ 25

（2） 文献調査による断層 ・・・・・ 26

（3） リニアメント・変動地形 ・・・・・ 27

（4） 断層評価 ・・・・・ 29

1.3 敷地周辺海域 ・・・・・ 32

1.3.1 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造 ・・・・・ 32

（1） 海底地形 ・・・・・ 33

（2） 地質・地質構造 ・・・・・ 36

（3） 敷地周辺海域の地質の年代に関する調査 ・・・・・ 44

1.3.2 敷地周辺海域の活断層調査結果 ・・・・・ 49

（1） 活断層調査フロー ・・・・・ 50

（2） 文献調査による断層（半径30km範囲） ・・・・・ 51

（3） 海上音波探査による断層 ・・・・・ 53

（4） 文献調査による断層（半径30km以遠） ・・・・・ 55

（5） 断層評価 ・・・・・ 56

1.4 敷地近傍 ・・・・・ 57

1.4.1 敷地近傍の地形，地質・地質構造 ・・・・・ 57

（1） 地形 ・・・・・ 58

（2） 地質・地質構造 ・・・・・ 60

（3） 敷地近傍海域の地質の年代に関する調査 ・・・・・ 64

1.4.2 敷地近傍の活断層調査結果 ・・・・・ 74

（1） 活断層調査フロー ・・・・・ 75

（2） 文献調査による断層 ・・・・・ 76

（3） リニアメント・変動地形 ・・・・・ 77

（4） 海上音波探査による断層 ・・・・・ 78

（5） 断層評価 ・・・・・ 80

1.5 断層評価一覧 ・・・・・ 82

2. 能登半島の後期更新世以降の地殻変動について
2.1 概要 ・・・・・ 85

2.2 検討背景と目的 ・・・・・ 87

2.3 段丘面の変位・変形 ・・・・・ 89

（1） 検討方法 ・・・・・ 90

（2） 中位段丘Ⅰ面の分布と地震性隆起の関係 ・・・・・ 92

（3） 中位段丘Ⅰ面の高度の考え方 ・・・・・ 95

2.4 海岸地形 ・・・・・ 96

（1） 旧汀線の推定方法 ・・・・・ 97

（2） 波食ノッチの分布 ・・・・・ 98

（3） 沖積段丘面の分布 ・・・・・ 100

（4） 潮間帯生物遺骸化石の分布と海水準変動の復元 ・・・・・ 102

（5） 敷地付近の波食ノッチ・沖積段丘面の高度の解釈 ・・・・・ 105

2.5 後期更新世以降の地殻変動に関するまとめ ・・・・・ 106

3. 能登半島西岸域の地質構造について
3.1 能登半島西岸域に分布する断層 ・・・・・ 109

3.2 福浦断層，兜岩沖断層，碁盤島沖断層の分布形態 ・・・・・ 111

（1） 福浦断層の分布形態 ・・・・・ 113

（2） 兜岩沖断層の分布形態 ・・・・・ 114

（3） 碁盤島沖断層の分布形態 ・・・・・ 115

（4） 反射法・VSP探査 ・・・・・ 116



2.5 後期更新世以降の地殻変動に関するまとめ

＜中位段丘Ⅰ面＞ ＜海岸地形＞

・能登半島の中位段丘Ⅰ面の高度分布に関する検討の結果，分布が高い地
域では活断層による累積的な隆起や傾動が認められる。

・敷地付近の中位段丘Ⅰ面の高度分布に関する検討の結果，活断層による累
積的な隆起や傾動の痕跡は認められない。

・2007年地震の震源域の海岸地形の詳細な高度分布に関する検討の結
果，地震性隆起の繰り返しが認められる。

・敷地付近の海岸地形の詳細な高度分布に関する検討の結果，沿岸域
において，2007年地震規模の地震性隆起の痕跡は認められない。

志賀原子力発電所

能登半島の中位段丘Ⅰ面
・標高20～120m（北上がりの傾動）
→ 活断層による累積的な隆起

2007年地震の震源域の海岸地形
・標高2～5m（鉛直方向に幅広く分布）
→ 地震性隆起の繰り返し

（凡例）

能登半島の中位段丘Ⅰ面の分布

中位段丘Ⅰ面

2007年能登半島
地震（M6.9）

■項目

・中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高※

の計測
・活断層による累積的な上下変位と
の関係の検討

■項目
・波食ノッチの高度計測
・沖積段丘面の高度計測
・潮間帯生物遺骸化石の高度
計測，年代測定

・海水準変動の復元

■結果 ■結果

2007年地震
の震源域

敷地付近

100m

120m
80m

63m

敷地付近の中位段丘Ⅰ面

・標高20～30m（傾動が認められない）
→ 能登半島全域における下限値であ

ることから，非地震性の広域変動量
に海面変化量を加えたものと考えら
れる。

敷地付近の海岸地形
・標高2m（一定標高に集中）
→ AD800以前の海面安定期に形成され，

その後の連続的な海面低下により離
水したと考えられる。

57m

40m

23m

40m

24m

22m

26m

※ 段丘面の内陸側の傾斜変換点の標高 60m

97m

107

2007年地震の震源域の中位段丘Ⅰ面

・標高20～60m（北上がりの傾動）
→ 活断層による累積的な隆起

段丘面内縁標高40m
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志賀原子力発電所

兜
岩

沖
断

層

2007年地震の
震源域

110能登半島西岸域の断層位置図

3.1 能登半島西岸域に分布する断層

【能登半島西岸域に分布する断層】

・能登半島西岸域から2007年地震の震源域を除いた敷地付近において，後期更新世以降の活動が
否定できない断層等として評価したものは，福浦断層，兜岩沖断層，碁盤島沖断層である。
（P.83参照）

・富来川南岸断層については，リニアメント・変動地形を挟んで中位段丘Ⅰ面に高度差が認められ
ず，トレンチ調査及び表土剥ぎ結果において，リニアメント・変動地形に対応する断層は認められな
い。（P.30参照）

・西岸域の段丘面及び海岸地形に関する検討の結果からも，富来川南岸断層の位置を挟んで中位
段丘Ⅰ面の分布高度は変化せず，信頼性が高い旧汀線の指標である波食ノッチの最大後退点の
分布高度にも不連続は見られない。（P.93,99参照）

【能登半島西岸域の地殻変動】

・中位段丘Ⅰ面の高度分布に関する検討の結果，活断層による累積的な隆起や傾動の痕跡は認め
られない。（P.107参照）

・海岸地形の詳細な高度分布に関する検討の結果，沿岸域において，2007年地震規模の地震性隆
起の痕跡は認められない。（P.107参照）

【兜岩沖断層～富来川南岸断層間の海底活断層】

・海上音波探査によれば，兜岩沖断層～富来川南岸断層間の海底において，音響基盤（D2層）以浅
に断層は認められない。（P.79参照）

・敷地付近の海岸地形，段丘面からは，地震性隆起は想定し難く，また，兜岩沖断層～富来川南岸
断層間の海底において，音響基盤（D2層）以浅に断層は認められない。

・敷地付近における後期更新世以降の活動が否定できない断層は，福浦断層，兜岩沖断層，碁盤
島沖断層である。

5km

1892（M6.4）

凡 例

歴史地震の震央位置

1892（M6.3）
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■能登半島西岸域において，後期更新世以降の活動が否定できない福浦断層，兜岩沖断層，碁盤島沖断層の分布形態についてとりまとめた。

・断層の分布形態を踏まえると，碁盤島沖断層は敷地から遠
ざかる方向に傾斜する断層であり，福浦断層と兜岩沖断層
は敷地に向かって傾斜し，敷地側が隆起する逆断層である。
なお，反射法・VSP探査によれば，福浦断層と兜岩沖断層の
間に，地下深部の花崗岩上面に変位を与える断層は認めら
れない。

・段丘面，海岸地形調査（2章参照）によれば，福浦断層と兜岩
沖断層は，敷地付近の沿岸域に地震性隆起をもたらす規模
のものではない。

断層と敷地との位置関係（東西断面模式図）

【段丘面，海岸地形調査※1】
・敷地付近の中位段丘Ⅰ面に，活断層による累積的
な隆起や傾動の痕跡は認められない。

・敷地付近の沿岸域に，明瞭な地震性隆起の痕跡
は認められない。

3.2 福浦断層，兜岩沖断層，碁盤島沖断層の分布形態

項目
碁盤島沖断層
（P.115参照）

兜岩沖断層
（P.114参照）

福浦断層
（P.113参照）

長さ 約4.5km(1) 約3.0km(1) 約2.7km(2)

一般走向 ENE－WSW N－S N－S

傾斜 高角，北北西傾斜 高角，東傾斜 高角，西傾斜

断層のずれの
向きと種類

（高度差）

北北西側隆起の逆断層

（B1L層基底面の高度差：
約5～7m） (1)

東側隆起の逆断層

（B1L層基底面の高度差：
約5～6m）(1)

西側隆起の逆断層

（HⅠb面下の岩盤上面
及び砂層（層理部）の高
度差：約2～2.5m） (3)

志賀原子力発電所

兜
岩

沖
断

層

断層と敷地との位置関係（平面図）

※2：P.116～120参照【反射法・VSP探査※2】
・花崗岩上面に相当する反射面に変位を与える断層

は認められない。

5km

0

250

西（海側） 東（山側）

250

標高 (m)

0

-1000

標高 (m)

-1000

兜岩沖断層 福浦断層

志賀原子力発電所

VSP解析結果反射法解析結果

花崗岩上面

-500

-1500

-500

-1500

【断層の分布形態】

(注) (1)海上音波探査による (2)空中写真による (3)トレンチ調査による

：傾斜方向

：反射法測線

凡 例

赤字 ：敷地方向へ傾斜する断層

※1：2章参照
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長さ

約2.7km

安山岩
（均質）

明褐色土壌

赤色土壌

灰色粘土層

砂層（層理部）

砂礫層

黄褐色シルト層

安山岩（角礫質）

EL50m

砂層（無層理部）
赤色土壌

砂層（層理部）砂礫層

断層（74°，西傾斜）

EL48m

EL52m

2m0

砂層（無層理部）

E→←W

大坪川ダム右岸トレンチ

3.2（1）福浦断層の分布形態

●福浦断層の分布形態に関する調査結果については，データ集17を参照

リニアメント・変動地形は認められない

リニアメント・
変動地形

リニアメント・変動地形

志賀原子力発電所

志賀原子力
発電所

大坪川ダム

高度差

約2.5m

高度差

約2m



No.8.75-1U断面図（北陸電力ブーマー）No.9.25・S断面図（北陸電力スパーカー）

断面図の範囲

No.8.5・S断面図（北陸電力スパーカー）

A層～B2層に撓みは認められない。
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S≒6

S≒6

A層～B2層に撓みは認められない。

S≒6

3.2（2）兜岩沖断層の分布形態

長さ

約3.0km

B1L層基底より下位の地層に西落ちの撓みが認められる。

高度差

約5～6m

●兜岩沖断層の分布形態に関する調査結果については，データ集17を参照



No.107.5-1・S断面図（北陸電力スパーカー）No.106.5断面図（北陸電力スパーカー）

No.108-2・S断面図（北陸電力スパーカー ）

A層～B2層に撓みは認められない。

S≒15

A層～D層に断層は認められない。
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S≒6

S≒6

断面図の範囲

3.2（3）碁盤島沖断層の分布形態

高度差

約5～7m

B1L層基底より下位の地層に南落ちの撓みが認められる。

●碁盤島沖断層の分布形態に関する調査結果については，データ集17を参照



■敷地側を隆起させる福浦断層と兜岩沖断層の間において，地下深部構造の確認を行った。
■掘削深度1530mの大深度ボーリング（D-8.6）において，深度1200m付近に花崗岩が認められる。このボーリング孔を用いたVSP探査及び海陸連続で測線を配置

した反射法探査を実施した。

調査位置図（石川県（1997）に一部加筆）

251

1

志賀原子力
発電所

3.2（4）反射法・VSP探査 －位置図－

凡 例
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海域 底質（石川県,1997）

岩石

中砂

細砂

兜
岩

沖
断

層

発振源 仕様 発振間隔

陸域 大型バイブレータ
・18t×2台
・起振マス：3t（最大荷重13.6t）
・発振周波数：10－70Hz

50m

海域 エアガン ・480cu.in 50m

発振源仕様

・東西測線：約3.1ｋｍ（陸域1.1km，海域2.0km）
・地表受振点間隔：25m
・孔内受振点間隔：15m（深度5～1295m ）
・CMP間隔：12.5ｍ
・CMP重合数：東西測線：1～99（平均50）
・計測：2016年7月

解析測線仕様

解析測線 東西測線：約3.1km（陸域：1.1km，海域2.0km）

大深度ボーリング（D-8.6） 深度1530m

数字はCMP番号

251

100
200



3.2（4）反射法・VSP探査 －時間断面－

反射法・VSP探査結果（時間断面）

VSP解析結果反射法解析結果

花崗岩上面

←西 東→

大深度ボーリング（D-8.6孔）
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3.2（4）反射法探査 －時間断面－

反射法探査結果（時間断面）

反射法解析結果

花崗岩上面※

←西 東→

大深度ボーリング（D-8.6孔）
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※VSP探査結果に基づいて花崗岩上面をトレース（前頁のトレースを複写）
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凡 例

：古第三系～新第三系

：花崗岩

3.2（4）反射法・VSP探査 －深度断面－

反射法・VSP探査結果（深度断面）

VSP解析結果反射法解析結果

花崗岩上面

250 200 150 100 50 ＣＭＰＣＭＰ

2500 2000 1500 1000 500 0 ＭＥＴＥＲＭＥＴＥＲ 30003125

0

-500

-1000

-1500

0

-500

-1000

-1500

深
度

[m
]

陸海境界251 大深度ボーリングでの地層区分
1

←西

大深度ボーリング（D-8.6孔）

東→
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3.2（4）反射法探査 －深度断面－

反射法探査結果（深度断面）

反射法解析結果

←西 東→

250 200 150 100 50 ＣＭＰＣＭＰ
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深
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陸海境界251 大深度ボーリングでの地層区分
1

花崗岩上面※

大深度ボーリング（D-8.6孔）

※VSP探査結果に基づいて花崗岩上面をトレース（前頁のトレースを複写）
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凡 例

：古第三系～新第三系

：花崗岩
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